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国立女性教育会館で｢平成13年度年女性学ジェンダー研究フォーラム｣開く

さ
ら
に
増
え

る
不

安
定
労
働

法
整
備
で
雇
用
差
別
の
禁
止
を

「
2
1世
紀
に
向
け
て
の
男
女
平
等
・
開
発
・
平
和
－

働
い
て

生
き
る
よ

を
テ
ー
マ
に
、
「
平
成
1
3年
度
女
性
学
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
フ
ォ
上

フ
ム
」
が
、
８
月
2
4日
か
ら
2
6日
ま
で
、
国
立
女
性
教
育
会
館
（

埼
玉
県
嵐
山
町
・
大
野
曜

理
事
長
）
で
開
か
れ
、
全
国
の
ほ
ぽ
全
県
か
ら
1
5
0
0

人
以
上
が
参
加
し
た
。
9
6年
に
始
ま
っ
た
夏
の
フ

ォ
上
フ
ム

は
、
毎
年
人
気
が
高
く
、
３
日
間
に
開
か
れ
た
自
主
企
画
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
合
計
１
０
６
．
今
年
も
女
性
の
エ
ン

パ
ワ

ー
メ
ン
ト
を
目
指
し

、
情
報
を
伝
え
、
学
び
合
い

、
交
流
を
深
め
る
人
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

「
働
い
て
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に

フ

ォ
上
フ
ム
は
、
４
月
か
ら
独
立
行

政
法
人
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

国
立
女
性
教
育
会
館
と
、
９
人
の
企
画

委
員
（
山
下
泰
子
企
画
委
員
長
目
文
京

女
子
大
教
授
）
の
共
同
企
画
と
い
う
初

の
試
み
。
「
2
1世
紀
に
向
け
て
の
男
女

平
等
・
開
発
・
平
和
」
を
主
題
と
し

、

今

後
３

年
の

企
画
テ

ー
マ

「

働
い
て

生

き

る
（
0
1
年

ご
「
社

会
に

参
画

す
る
（
0
2

年
）
≒

私

の

人

権
（
0
3
年
）
」
を
設

定

し

た

。今
日

本
で

は

、
失
業

率
の
上

昇
や

、

雇

用
形

態

が
不
安

定
と

な
り
深

刻

。
そ

の

中
で

女
性

が
大

き
な

打
撃

を
受
け
て

シ ン ポ ジ ウ ム の 会 場 も 満 席 ！

い

る

。
さ
ら
に

家

事
・

育
児

・
介

護
の

負
担
は

依
然

と
し
て

女

性
に
か

か

っ
て

い

る

。
今
年
の
フ

ォ
上

フ
ム
は

、
「
女

性

と
男

性
が

共
に

働
き

生
き
る

こ

と
の

現

状
と

課
題

、
そ
の

解

決
法

を
考

え
よ

う
」
と
い

う

も
の

。

初
日
に

は

、
朝

倉
む
つ

子
（

東

京
都

立
大
教

授
）
、
森
ま

す
美
（

昭
和

女
子

大

短
大
教

授
）
、
吉
野

英
岐
（

岩
手

県

立
大

助

教
授

）
、
樋

口
恵
子

（

男
女
共

同

参
画

会

議
専

門
調

査
会

委
員
／

コ

ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
上

さ

ん
に
よ

る

、
パ
ネ

ル

デ
ィ

ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
が
行

わ

れ
た

。

森
さ

ん
は

、
女

性
雇
用

者

数
は
2
1

4
0

万

、
全

雇
用

者
の
4
0％

に

達
し

、

子

ど
も
の

い

る
世

帯
で

共
働

き
世

帯
が

妻

が
無

職
の

世
帯

を
上

回
る
（
5
1
・
１

％

）
な

ど

、
女
性

労
働
の

上

昇
を
示
し

た

。
し

か
し

、
2
0
0
0

年

時
点
で

、

女

性
正

規
雇
用

者

は
5
3％
で

、
２

人
に

１

人

は

非

正

規

。
正

規

の
7
0％

は

男

性

、
非
正

規

の
7
3％

は

女
性
で

あ
り

、

9
0年
代
以

降
の

雇
用

流

動
化
は

、
ジ
ェ

ン

ダ
ー

・
バ

イ
ア
ス

に

拍
車

を
か
け

。

「

働
い
て

自

立
で

き
な
い

低

賃
金
女

性

労
働
者

」
を

作
り

出
し
て

い
る

。

雇
用
形

態

別
の

賃
金

格
差
で

、
男
性

正

規
社

員
を
１

０
０

と

す
る
と

、
女

性

正

規
は
6
4
・
６

（

時
間

給
／
日

額

）
。
月

額
で

高

賃
金

順
に

見
る

と
、

男
性
の

出

向
（
１
３

０

・
８

）
、
正

規
、

契
約
（
8
1

・
４

）
、
派
遣
（
7
6
・
２

）
で

、
第
５

位

に

よ
う

や
く

女
性
の

出

向
（
6
8
・
Ｏ

）
、

６

位
女

性
正

規
（
6
5
・
７

）

が
登
場

。

女

性
短

時
間

パ
ー
ト

が

、
最
低
ラ

ン

ク

に

位
置
し

、
月
額
８

万
8
0
0
0

円

の

賃

金
は

、
男

性
正

規
3
4万
8
1
0
0

円

の
2
5
・
５

％

に
過

ぎ
な
い

。

若
年

層
に

高
い

失
業

率

、
既
婚

、
中

高
年
女

性
に

広
が

る
求

職
意

欲
喪

失
な

ど

潜
在

的
失

業
率
の

問

題
に

も
ふ

れ

、

「

雇
用
平

等
へ
の

逆

流
現

象
が

拡
大
し

て
い

る

」
と

、
現
状

報
告

。

晨
山

漁
村
の

女
性

労
働

を
吉

野
さ

ん

が
話
し
た

。
「

多
く

が
家

族
従

業
者
と

し
て

働

き

、
共

に
経

営
を

支
え
て

い

る

が
、
労

基
法
や

均
等

法
の

適
用

外
に

置

か

れ

、
そ

の

労

働

評

価

は

見

え

に

く

い

」
。
解

決
法

と

し

て

「
家

族

経

営

協

定
」
で

、
労

働
時

間
や
報

酬
等

「
労

働

ル

ー
ル

取
り
決

め
」

の
動

き

が
出
て
い

る

。
産

直
品
販

売
の

「
道
の

駅

」
な

ど

の

起
業

も
活
発

。
「

あ
う

ん
の

呼
吸
で

は

だ
め

な
の

だ
。
会

社
と

同
様

、
女

性

を

き
ち

ん
と

処
遇

す
る

農
村

が
う
ま

く

い

く
こ

と
を
ア

ピ

ー
ル

、
女

性
の
働

き

を

社

会

的

に

評

価

さ
せ

て

い

こ

う
」

と

。朝
倉

さ
ん

は

、
女
性

労
働

を
め
ぐ

る

法

律
に
つ

い
て

、
改
正

均
等

法
は

、「

間

接

性
差

別
」（

総
合
職

男

性
と

一
般
職

女

性

）
の

禁
止

規
定

が
な

く

、
女

性
の

み

で

男
性

へ
の

差
別

に
は

言
及
し
て

い

な
分科会では、カードや紙芝居などで楽し＜
分かり易＜説明

求
め
ら
れ
る
均
等
待
遇

非
正
規
雇
用
の
問
題
く
っ
き
り

い
ま
、
働
く
女
性
の
半
数
が
、
非
正

規
雇
用
と
言
わ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ト
や

派
遣
、
契
約
社
員
は
、
た
と
え
専
門
性

ワ ー ク シ ョ ップ で

が
あ

っ
て

も

、
身

分

は

大

変

不

安

定

だ

。
最

近
で

は

、
定
年

後

、
年
金
受

給

年

齢
ま
で

の

男
性

を
非
正

規

雇
用
で

雇

う

傾

向
が
あ

り

、
女
性
の

働

く
場
も

脅

か

さ
れ

つ
つ

あ
る

現
実

も
あ

る
。

１

０
０

以

上
も

実
施

さ
れ
た

ワ

ー
ク

シ

ョ
ッ

プ
の

中
で

も

、
特
に

、
非
正

規

雇
用

を
テ

ー
マ

に

し
た

も
の

は
、

立
ち

見

必
至

、
関

心
の

高
さ

を
伺

わ
せ
た

。

「
ワ

ー
キ
ン

ク

ー
ウ

ィ
メ

ン

ズ

ー
ヴ
ォ

イ
ス

」

が
主

催
し

た
「

有
期

雇
用
に

も

っ

と
規

制
を

な
」
で

は

、
女

性
関

連
施

設
で

働

く
６

人
の

女
性
に

、
ア

ン

ケ
ー

い

。
ま

た

、
均

等
法

、

労
基
法

を
見
て

も

、
パ

ー
ト
と

フ
ル

タ
イ

ム
の

労
働

者

聞
の

処
遇
差
別

を

禁
止
し

た
法

律

が
な

い

と
い
い

、
「
同

一
価
値

労

働
同
一

賃

金
の

原

則
は
世

界
の

流
れ
で

あ

る

。
緊

急
に

年

齢
差
別

、
障

害
差

別
ま
で

も

含

む

幅
広
い

『
雇

用
差

別
禁

止
法
』

の

立

法
に

取
り

組
む

べ
き

」
と

。

「
ま

ず
職
場

の
風

土
を

変
え

、
性
別

役

割
分

業
を

見
直
そ

う
」

と

、
樋
口

さ

ん

。
女

性
を

家
計
補

助
的

労
働
に

甘

ん

じ

さ
せ
て

い
る

、
社

会
保

障
制

度
（

第

３

号
被

保
険
者

）
や

税
制

度
の

問
題

点

を

あ

げ
、
「
少

子

高
齢
社

会
で

、
女

性

労

働
政

策
は
両

立
支

援
へ

と
転

換

。
穽

性

が
働

く
こ
と

を

、
政
府

も
企

業
も

認

め

、
支

え
る

方
向
に

あ
る

。
追
い

風

を

強
く
し

、
非
正

規
雇
用

や

封
建

的
考

え

方

な
ど
の

向
か

い
風
に

対

抗
し
て

い
こ

う
」
。
そ
し
て

「

政

府
が
進

め
よ

う
と
し

て
い

る

構
造

改
革
は

ジ

ェ
ン

ダ
ー
の

視

点
で

」

と
ま
と

め
た

。

卜

調

査
。
仕

事
内

容
の

満

足
度

は
高
い

が
、
賃

金
格

差

、
労
働
条

件
に

対
す

る

不

満

。

ま
た

、
有

期
契

約
に
よ

る
雇
い

止

め

の

不
安

な
ど

が
明
ら

か
に

。
嘱

託

、
非

正

規
で

働
く

参
加

者
か
ら

、

実
態

が
訴

え

ら
れ

、
I
L
0
1
0
0

号

条
約
の

遵

守

な

ど
で

、
均

等

待

遇

を

実

現

を

提

起

。
ま

た

、
「
実

現
し
た

い

’
・
均
等

待

遇

」（

均

等

待

遇

ア

ク

シ

ョ

ン
2
0
0

3

）
で

も

、
均

等

待
遇
実

現

が
最

優

先

課

題
で

あ
る
こ

と

が
確
認

さ
れ
た

。
こ

こ
で

は

、
男

女
賃

金
差
別

、
非

常
勤

差

別

な

ど
の
裁

判
例
の

事

例
を

な
ど

を
通

し
て

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

。
事
例
の

中

で

、
あ

る
銀
行

で
行

わ
れ
て

い

る

、
ス

タ

ン

デ
ィ
ン

グ
・

す
ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

ー

シ

ス
テ

ム
（

業
務

全
て

を
立

っ
て

行

う

方

法

）
が
導

入
さ

れ

、
辞
め
る

人

が
多

い

と
い

っ
た

驚
く

べ
き

例
な

ど
も
紹

介

さ
れ
た

。
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女
性
差
別
撤
廃
条
約
意
見
募
集

岳
寒

内
閣

府
男
女

共
同

参
画

局
は

、
「

女

子

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る
形

態
の

差
別

の

撤
廃
に

関

す
る

条

約
（
女

子

差
別
撤

廃

条
約
）
」
の
「

第
５

回

報
告

書
」

に
盛

り

込

む
意

見

を
募
集
し
て

い

る

。

募
集

内
容
は

、
女

子
差

別

撤
廃
条

約

の

実
施

状
況
に

関
し
て

、
①
は

、
日

本

の

実

施
状
況

、
現

状
と
し
て

報
告

す

べ

き
事

が
ら

。
そ
の

意
見

が
ど

う
い

う
デ

ー
タ

、
根

拠
に

基

づ
く
も

の
か

。
そ

の

解
決
方

法
に
つ

い
て

。

②
は

、
そ
れ

ら

に

関

す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ

の
活

動
な

ど
。

第
４

回
報

告
書

（
1
9
9
8

年

）
の

意
見
募

集
で

は

、
労
働

、
教

育
、
厚

生

・
福

祉

、
民

法
改

正
問

題
関

連
で

約
6
0

％

を

占
め
た

。

日

本
は

、
1
9
8
5

年
に

女
子

差
別

廃

条

約
を
批

准
（
７

月
2
5
日

発
効

）
。
締

約

国
は
４

年

に
Ｉ

度

、
進
捗

状
況

を
国

連
事

務
総
長

に
報

告
し

、
女

子
差

別
撤

廃
委

員
会
で

討
議

さ
れ

る

。
第
５

回
の

報
告
書

は

、
2
0
0
2

年
７

月
2
5日

ま

で

に

作

成

し

て

提

出

さ

れ

る

。

募

集

は

、
９

月
1
4
日

ま

で

。

記

載

様

式

の

入

手

は

、

内

閣

府

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

凵

ｈ
t
tｐ
'
 
･
  
w
w
w
.

ｃ
ａ
ｏ
.
ｇ
ｏ
.
ｊｐ
／
（

男

女

参

画

コ

ー

ナ

古

ま

た

は

、

内

閣

府

男

女

共

同

参

画

局

総

務

課

（

国

際

担

当

）
B
0
3
・
５

２

５

３

・
2
1
1
1

（

内

線
8
3
7
1
7

）
。
送

付

は

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

、

フ

ァ

ッ

ク
ス

、

郵

送

で

。

締

切

は

９

月
1
4

日

2
0
0
1

年
の

夏
。
暑
い
夏
だ
っ

た
。
首
都
圏
で
は

７
月
が
殊
に
暑
か

っ
た
。
「
地
球
熱

帯
化
」
だ
と
悲
鳴

を
あ
げ
る
毎
日
。

こ
の
暑
さ
、
た
だ

い
、
異
変
が
起
こ

つ
て
い

る
の

で

は
な
い

か
と

思

う
日

々
だ

っ
た
▼

気
温

だ
け
で

な
く

、
暑

苦
し

く
気

を
重

く
さ

せ

る
ニ
ュ

ー
ス

が
多
か

っ

た
。

８

月
1
3
日

、
急

遽
、

前
倒
し
で

ふ

泉
首
相
の

靖

国
神
社

参

拝
。

1
5囗

を

避

け

た

こ

と

と

、
平

和

、
不
戦

を
言

っ
た
こ

と

を
評

価

す
る
と
い

う

人
も
い

る

。
し

か
し

、
靖

国
神

社
で

行
わ
れ
て

い

た

特

別

展

。
「
大

東

亜

戦

争
」

の
戦

闘
の

映
像

、
戦
死

者

を

「
英
霊

」
と

は
め

た
た
え

、

あ
の

戦
争

を
侵

略
戦
争

と

す
る

の
は

「
歴

史
の

偽
造
」

と
断

じ

る

。
こ
の

神
社

に
参

拝
す

る
こ

と

が
平
和

へ
の

祈
ひ
か
？

▼

九

段
下

駅
の

す
ぐ

そ
ば
の

昭

和
館

も
人
で

い

っ
ぱ
い

だ

っ
た

。
戦

中

の

子

ど

も

た

ち

が
テ

ー

マ

に

。
こ
の

館

、
最
初
の

遺

族
会

が
つ

く

っ
た
計

画
が

あ
ま
り

に

「

大

東

亜

戦

争

」

肯

定

の

た

め

、
批
判

も
多

く
、

戦
争
の

原

因

、
加
害

な
ど

論
争
に

な
り

そ

う

な

こ

と

は

一

切

避

け

て

い

る

。
苦

心
は
わ

か
る

が

、
こ

の

展
示

を
み

た
若
い

人

た
ち

が
、

戦

争
が
天

災
の

よ
う
に

ど
こ

か

ら
か

湧
い
て

く

る
と

思
う
の
で

は
な

い
か

、
「

昔
の
こ

ど
も

は

可
哀

相
だ

っ
た

ね
」
、
で

終
わ

る

の
で

は
な
い

か

と
む

な
し
い

気

に

な
る
▼

「
新
し

い

歴
史

教
科

書

を
つ

く

る

会
」
の

教

科

書

は

、
全
国
で

Ｏ

・
１
％

未

満
の

採

択
で
終

わ
る

。
「
子

ど

も
と

教

科
書
全

国

ネ
ッ
ト

回

の

声

明
に

あ

っ
た
よ

う
に

、
ま

さ
に

「

政
府

が
失

っ
た
ア

ジ
ア
の

信

頼

を
市
民

が
つ

な
ぎ

と
め

た
」

と

思

う

。
し

か

し

、
「
慰

安

婦

」
に
つ

い
て

殆
ど
の

教

科
書

が
記
述

を
避
け

た
な
か

、
た
だ

ひ

と
つ

、
ア

ジ
ア
の

女
性

が
日

本

軍
の

慰
安

婦
と
し
て

戦

場
に

お

く
ら

れ

た
こ

と

を
書

い

た

「
日
本
書

籍
」

の
教

科
書

も
採

択

が
激

減
し
て

い
る

。
手

放
し

で

喜
ん
で

は
い

ら
れ

な
い

。

ニ
ュ
ー
ス

／ヽ

り
つ
ぷ

・

過
失
利
益
は
男
女
同
じ

東
京
高
裁
は
８
月
2
0日
、
交

通
事
故
死
し
た
女
児
の
過
失
利

益
（

将
来
得
ら
れ
た
は
ず
の
利

益
）
を
男
女
同
賃
金
で
算
定
し

た
東
京
地
裁
判
決
を
支
持
、
加

害
者
側
の
控
訴
を
棄
却
。
従
来

は
女
性
を
低
く
算
定
。
昨
年
７

月
奈
良
地
裁
で
初
め
て
同
基
準

で
判
断
。

・

ト
ン
ネ
ル
エ

事
見
学
会
か

ら
女
性
締
め
出
し

群
馬
県
榛
名
町
の
同
県
発
注

の
ト
ン
ネ
ル
エ

事
現
場
見
学
会

で
主
催
者
の
共
同
企
業
体
が
女

性
3
0人
を
締
め
出
し
、
「
山
の

神
様
が
嫉
妬
す
る
」
ｒ

と
。

・

失
業

率
５

・
Ｏ
％

総

務
省
は

、
７

月
の

完
全

失

業
率
５

・
Ｏ
％

と

発
表

。
調

査

の

始

ま
っ

た
5
3
年
以
降

最
悪

。

・

「
央

婦
別

姓
」

法
案

政
府

が
臨
時
国

会
に

提
出
か

政

府

は

「
選

択

的

夫

婦

別

姓
」
に

向
け

、
民

法
改

正
案

を

臨
時

国
会
（
９

月

召
集

予
定

）

に

提

出
す

る
準

備
を
進

め
て
い

る

。
先

ご
ろ

発

表
さ
れ

た
内

閣

府
の

世
論
調

査
で

選
択

別
姓

賛

成

が
反
対

を
上

回
り

、
制
度

導

入

の

環
境

が
整

っ
た
と

。

・

高
原

須
美

子
さ
ん
８

月

１９

日

死

去
、
6
8
歳

。
民
間

女
性

初

の

大

臣
、

前
セ
リ

ー
ク

会
長

。

叭

あしたに、あなたに

ＮＯＨ
一

違いを大切に、

こころときめく商品を。

ｗ ｗ ｗ ．||ｏｎ．ｃｏ･JP

皿 厘豈婁 森 碧

突
然
だ
が
、
上
海
で
暮
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
。

上
海
と
い
え
ば
、
中
国
で
も

最
も
旱
い
ス

ピ
ー
ド
で
発
展
を

続
け
る
大
都
会
…
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
。
友
人
だ
ち
か
ら

は
、
「
日
本
と
変
わ
ら
な
い
生

活
が
で
き
る
よ
」
と
祝
福
さ
れ

た
。上
海
は
た
し
か
に
、
お
し
ゃ

れ
で
便
利
な
都
会
で

あ
る
。
日

本
の
街
角
で
見
か
け
る
の
と
同

じ
世
界
チ
ェ
ー
ン
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
あ
れ
ば
、
高

級
感
あ
ふ
れ
る
デ
パ
ー
ト
も
山

ほ
ど
あ
る
。

道
を
歩
く
人
た
ち
も
日
本
の

若
者
だ
ち
と
大
差
な
く
（

あ
る

い
は
そ
れ
以
上
に
）
ば
っ
ち
り

キ
メ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
く
ら
上
海
は
素

敵
な
街
だ
と
み
ん
な
に
言
わ
れ

て

も
、
私
は
な
か
な
か
引
っ
越

す
決
心
を
固
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

話
し
圭
し
ょ
う
」
と
い
う
看
板

が
立
っ
て
い
て
、
全
国
ど
こ
へ

行
っ
て
も
同
じ
言
葉
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
し
、
現
に
ロ
シ
ア

と
の

国
境
の

街
・
満
州

里
で

も
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
が

近
い
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
も
、
私
か

学
校
で
教
め
っ
た
中
国
語
が
通

じ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

標

準
語
で

「
お

い
く

ら
？

」
と

尋

ね
た

私
に

、
新
聞

売
り

の
お

じ

さ

ん

は

無

愛

想

に

フ

ゴ

ッ

」
と

答
え
た

。

標
準
語

な
ら

「

ウ
ー
マ

オ
（

５
毛

日
５

角
）
」

或
い

は

「
ウ

ー
ジ

ャ
オ
（
５

角

日
Ｏ

・
５

元
日

約
７

円
）
」
と
い

う
返

事

が
か
え

っ
て

く
る

は

ず

の
と

こ
ろ

、
お

じ

さ
ん
は

思
い

切
り

上

海
語
で

「
５

角
」

と
答

上
海
は
「
上
海
語
」
の
世
界

だ
っ
て
Ｉ

、
言
葉
が
違
う
の

だ
！も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
中
華
人

民
共
和
国
の
学
校
で
は
北
京
語

を
も
と
に
し
た
標
準
語
を
教
え

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

全
国
の
街
角
に
「
標
準
語
を

た
。上
海
の
言
葉
が
違
う
と
い
う

こ
と
は
、
通
じ
な
い
と
い
う
の

と
は
少
々
事
情
が
異
な
る
。

例
え

ば
、
私
か
初
め
て
上
海

を
訪
れ
た
数
年
前
。
地
下
鉄
の

キ
オ
ス
ク
で
新
聞
を
買
お
う
と

え
て
く
れ
た
。

こ
れ
は
も
う
、
訛
っ
て
い
る

と
か
い

う
レ

ベ
ル
の
問
題
で
は

な
か
っ
た
。
英
語
で
質
問
し
た

の
に
、
い
き
な
り
フ
ラ
ン
ス
語

で
答
え
ら

れ
た
よ

う

な
も
の

だ
。

ど
こ
か
ら
見
て

も
よ
そ
者
、

外
国
人
に

、
い
き
な
り
ロ
ー
カ

ル

な
言
葉
で
返
事
を
す
る
と
い

う
反
応
に
、
私
は
か
な
り
怖
気

づ
い
た
。
こ
れ
は
馬
鹿
に
さ
れ

て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
拒
否

さ
れ
て
い

る
の

だ
ろ

う
か
、

と
。こ
の
「
初
体
験
」
の
強
烈
な

中 国 各 地 の 街 角 で 見 か け る 「標 準 語

を 晒 し ま し ょ う 」 と 書 か れ た 看 板

印
象
が
、
私
の
な
か
の
上
海
の

イ
メ
ー
ジ
を
少
々
怖
い
も
の
に

し
て
い
た
わ
け
だ
。

最
終
的
に

、
私
は
や
は
り
上

海
に

引
っ
越

す
こ

と
に

決
め

た

。こ
れ
ま
で
４
年
以
上
暮
ら
し

て

き
た
北
京
と

は
異
な
る
風

土

、
異
な
る
歴
史
背
景
を
持
つ

土
地
で
、
中
国
の
異
な
る
面
を

見
て

み
た
い
と

思
っ
た
か

ら

だ
。そ
れ
に
、
も
し
か
し
た
ら
、

あ
の
新
聞
売
り
の
お
じ
さ
ん
は

見
か
け
に
よ
ら
ず
、
ず
っ
と
年

齢
が
い
っ
て
い
て
、
標
準
語
教

育
な
ん
て
も
の
の
恩
恵
な
ど
受

け
て
い
な
い
大
人
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
う
だ
、
上
海
人
が
本
当
は

ど
う
い
う
人
た
ち
な
の
か
、
も

う
少
し
冷
静
な
目
で
見
極
め
て

み
る
の
も
悪
く
な
い

…
。

Ⅲ
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H
門
r

闘
回
ハ

…
闇

6
1̀㎜等川平㎜女男

同

]
賃
金

は
普
遍
的
原
則

判
事
た
ち
の
「教
育
」
が
必
要

ソ
ユ
ネ
ー
フ
で
開
か
れ
て
い
る
国
連

・
社
会
権
規
約
委
員
会
で
8
月
22
日
、

日
本
政
府
の
第
2
回
報
告
書
の
審
議
か
あ
り
、
ソ
ユ
ネ
ー
フ
は
日
本
か
ら
の
N

G
O
70
人
で
傍
聴
席
は
い

っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。

住
友
裁
判
を
支
援
す
る
ワ
ー

ト
ワ
ー
ク

(
W
W
N
)
は
、
政

キ
ン
ク

・
ウ
ィ
メ
ン
ズ

・
ネ

ノ

府
の
報
告
書
に
、
均
等
待
遇
に

膿

翻
磁蕊

蝉

曾

'

饗鐸わ へ

馨瀞1
撫 轟

麟

翻
翫

 
聾
醗

撫

馨
盤

募

緋瞬4

き弊

鮎 、

 

'

駕
ギ年

～

溺

躍

、

≧

喉

堺

饗

等

ー
,
ー
、

夢

ゑ
騨
脇
簾

購

麟

轍

ー
L
O
の
コ

ノ
ス
タ

ノ
ス

ト
ー
マ
ス
さ
ん
に

住
友
裁

判
の

"
ン
エ
ノ
タ
ー
ハ
イ
ア
ス
"
判
庚
文
を
わ
た
す
住
友

原
告
の
石
田
さ
ん

聾謝簗 醗琴
つ
い
て
61
年
の
日
産
自
動
車
男

女
定
年
差
別
訴
訟
、
99
年
塩
野

義
製
薬
訴
訟
の
判
決
の
こ
と
し

か
載
っ
て
お
ら
ず
、
男
女
の
賃

金
格
差
も
あ
ま
り
な
い
よ
う
に

書
い
て
あ
る
の
に
怒
り
、
カ
ウ

ン
タ
ー
レ
ポ
ー
ト

(反
論
)
を

提
出
、
住
友
原
告
を
含
む
9
人

か
ソ
ユ
ネ
ー
フ
に
行
っ
た
。

直
前
に
最
高
裁
文
書
の
こ
と

(別
項
参
照
)
が
分
か
り
、
急

遽
、
問
題
を
各
方
面
に
報
告
、

事
前
の
ロ
ヒ
イ
ン
グ
を
行
っ

た
。N
G
O
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
は
、

W
W
N
を
含
め
日
本
の
N
G
O

の
発
言
が
10
件
も
あ
っ
た
。

地
元
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
も
、
は
じ
め
記
者
は
、
小
さ

な
紙
面
だ
か
ら

一
問
一
答
式
で

と
コロ
っ
て
い
た
の
が
、
原
告
ら

か
同
一学
歴
同
一
入
社
の
男
陛

と
、
月
24
万
円
も
月
給
に
差
が

あ
る
こ
と
、
裁
判
を
決
意
す
る

に
い
た
っ
た
気
持
ち
な
ど
を
話

す
と

「驚
い
た
。
非
常
に
感
動

し
た
。
記
事
に
し
ま
す
」
と
大

き
く
書
い
て
く
れ
た
。

22
日
、
日
本
報
告
書
の
審

議
。
日
本
政
府
か
ら
は
各
省
か

ら
21
人
も
参
加
。

労
働
関
係
で
は

「社
会
権
規

約
2
条
1
項
に
は
、
〈
権
利
の

完
全
な
実
現
を
漸
進
的
に
達
成

〉
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
2
条

2
項

(人
種
、
宗
教
等
の
差

別
)
や
3
条

(男
女
平
等
)、ま

た
他
の
ミ
ニ
マ
ム
コ
ア

(教

育
、
食
料
、
居
住
な
ど
最
低
限

の
権
利
)
に
つ
い
て
は
、
漸
進

で
な
く
即
実
施
で
あ
る
。
こ
の

事
を
認
識
し
て
い
な
い
よ
う
に

思
う
が
い
か
が
か
」

「社
会
権
規
約
を
、
日
本
の

裁
判
所
は
認
識
し
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
。
判
事
の
教
育
を
考

え
て
い
る
の
か
」

「日
本
企
業
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
同
一
価
値
労
働
同
一

賃
金
を
要
求
し
て
い
く
の
か
。

同
一
価
値
労
働
同
]
賃
金
は
、

普
遍
的
な
原
則
で
あ
る
」
と
厳

し
い
質
問
が
飛
ん
だ
。

「I
」
0
1
1
1
号
条
約
(雇

用
の
差
別
)
を
な
せ
批
准
し
な

い
の
か
」
の
質
問
に
は
、
口
本

用
媚

゜あ紫鵬錯齢曜
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●追悼 しつつ戦争への準備をする時代●

麹懸 撰
糞認舗備 鯵 鐸

鞠 遣族会全国連終会

8月15日 東京は、小泉首相の前

倒 し靖国参拝で異様な緊迫感にあ

ふれていた。靖国神社は例年の倍

の人出。朝か ら境内は一杯。右翼

の街官 車かず らりと取 り巻 き、軍

服姿で 「入東亜戦争は聖戦なり」

とい っプラカー トを持ち大股て歩

く人 もいる。神社内での特別展 「か

く戦えり。近代 日本」。爆弾一勇士

や死んでもラ ソバを口から離 さな

か った木 口小 平な ど、まる で戦

前。 「侵略戦争 とか、虐殺をいっ
のは日本弱体化を推 し進めたアメ

リカの言い分」 と。 この神社に参

拝することが 、首相のいうよっに
「平和」の ための 祈念 にな る の

か9。 「追 陣しつつ戦争への準備

をする時代」を実感する。

集会 も危機感か らか、とこも満

員だった。平和遺族会全国連絡会
の集会は、会場は参加者であふれ

靖国か ら遺族を取 り戻 したいと訴

訟 している韓国の遺族 も参加。蜻

国までのテモは長い列がつづいた

(写真)。ノーマ ・フ ィール トさん

(シカコ大)の 記念講演、 「『つ く

る会』教科書を買 った多くの若い

人と、対話、共通の言葉を見いだ

さな い と、む な しい少数 者にな

る」 と語 った言葉が らに残った。

世論調査によれば、小泉首相の靖

国参拝肯定が6割 以 ヒとか。 日本

人の歴史認識 について考えさせ ら

れたこの 日だった。(S)

 

政
府
は

「広
範
な
差
別
を
対
象

に
し
て
い
る
の
で
、
現
行
国
内

法
で
充
分
に
対
応
で
き
る
か
ど

う
か
問
題
に
な
る
の
で
、
陵
重

に
検
討
す
る
」
と
答
え
た
。

W
W
N
の
メ
ン
バ
ー
は
、「委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
鋭
い

質
問
に
、
溜
飲
が
下
が
る
思
い

が
し
た
。
W
W
N
、
原
告
た
ち

の
主
張
が
世
界
の
潮
流
と

一
致

し
て
お
り
、
日
本
の
政
府
や
司

法
の
遅
れ
が
、
は
っ
き
り
し
て

き
た
。
今
後
も
主
張
し
つ
つ

け
、
さ
し
ず
め
選
択
議
定
書
批

准
促
進
運
動
を
積
極
的
に
す
す

め
た
い
」
と
一言
っ
て
い
る
。

日
本

の
N
G

O
カ
ウ

ン

タ
ー

レ
ポ

ー
ト
提

出

賃
金
格
差
は
許
さ
れ
る
Ω
r
・

労
働
事
件
裁
判
官
協
議
会
の
見
解

最
高
裁
か
98
年
10
月
の
全
国

の
労
働
事
件
の
裁
判
官
協
議
会

て
、
労
働
内
容
が
同
じ
て
も
雇

用
形
態
や
採
用
区
分
が
違
え
ば

「賃
金
格
差
は
許
さ
れ
る
」
と

の
考
え
て
出
席
者
の
考
え
が

一

致
し
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。

こ
の
会
議
の
協
議
結
果
は
全
国

の
裁
判
官
か
実
務
の
参
考
に
す

る
ζ
「=口わ
れ
る
。
具
体
的
な
協

議
内
容
か
明
ら
か
に
さ
れ
る
の

は
異
例
だ
が
、
東
京
弁
護
ゴ
会

の
安
藤
朝
規
弁
護
士
の
盾
報
公

開
請
求
で
わ
か
っ
た
も
の
。

出
席
者
の
氏
名
や
人
数
は
記

最高裁情報開示

 

さ
れ
て
い
な
い
か

「実
定
法

上
、
同
一
労
働
同
一賃
金
を
定

め
た
規
定
は
見
当
た
ら
ず
公
序

に
反
し
な
い
限
り
有
効
と
解
す

べ
き
点
で
、
ほ
ぼ
見
解
が
一
致

し
た
▽
採
用
時
の
碁
準
や
仕
事

へ
の
要
求
水
準
な
と
か
異
な

り
、
賃
金
に
差
を
設
け
て
も
、

そ
れ
が
公
序
違
反
と
は
な
ら
な

い
」
と
記
載
し
て
い
た
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い

て
は
、
I
L
O
1
0
0
号
条
約

や
国
連
社
会
権
規
約
7
条
に
盛

り
込
ま
れ
、
政
府
は
67
年
と
79

年
に
批
准
し
て
い
る
。

男
女
賃
金
差
別
を
め
く
り
、

住
友
系
3
社
を
相
手
に
裁
判
を

し
て
い
る
原
告
代
理
人
の
宮
地

光
子
弁
護
手
ら
は

「最
高
裁
は

国
際
条
約
違
反
を
公
言
し
て
い

る
の
と
同
じ
≒
住
友
電
工
、
住

友
化
学
の
一審
の
敗
訴
の
判
決

内
容
は
、
こ
の
協
議
会
の
論
理

に
沿
っ
た
内
容
」
と
問
題
視
。

8
月
に
ン
ユ
ネ
ー
フ
て
開
か

れ
た
国
連
社
会
権
規
約
委
員
会

に
原
告
ら
が
参
加
し
、
こ
の
文

書
内
容
を
各
方
面
に
報
告
し

た
。

東京 ・千代田区の「情報活用術」の講座

言
論

の
自
由

の
侵
害
だ

麹

為

酸

▼

●

松
井
や
よ
り
さ
ん
の
講
座
中
止

ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
松
井
や

よ
り
さ
ん
の
講
座
が
右
翼

(と

思
わ
れ
る
人
々
)
か
ら
の
抗
議

で
主
催
者
が
中
止
す
る
事
態
か

起
っ
た
。
集
会
、
言
論
の
自
由

の
侵
害
に
急
遽
、
抗
議
集
会
が

持
た
れ
た

(10
日
、
千
代
田
区

内
)。告
知
の
暇
も
な
い
緊
急
集

会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
話
を
聞

〈終〉移 民女 性 は、い ま…

報
告
"
ス

ー

ヴ

エ

ン

ド

レ

イ

ニ

日
本
に
や
っ
て
く
る
何
千
何

万
と
い
う
外
国
人
労
働
者
が
、

定
住
す
る
の
は
た
や
す
い
こ
と

で
は
な
い
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女

駐
の
中
に
は
結
婚
し
、
口
本
で

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
女
性
も

い
る
。
日
本
に
出
稼
き
に
き
て
、
幸

せ
な
結
婚
を
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
マ
リ
ア
(31
歳
)
の
夫

は
、
口
本
人
の
ト
ラ
ノ
ク
運
転

手
。
近
所
の
子
と
も
た
ち
に
英

語
を
教
え
る
マ
リ
ァ
は
、
夫
の

国
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
だ
と

言
う
。

「初
め
は
そ
つ
思
え
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
口
本

は
私
に
と
っ
て
間
違
い
な
く
故

郷
に
な
り
ま
し
た
」。そ
の
三一]薬

に
夫
の
ヤ
ス
ソ
は
大
き
く
う
な

ず
い
た
。

「多
数
派
で
は
な
い
け
れ

と
、
恵
ま
れ
た
結
婚
を
し
た
女

駐
た
ち
は
い
る
」
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
韓
国
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

か
ら
出
稼
ぎ
に
き
た
女
性
労
働

者
を
支
援
し
て
い
る

「外
国
人

女
性
と
連
帯
す
る
会
」(カ
ソ
リ

ッ
ク
横
浜
教
区
滞
日
外
国
人
と

ま
た
、
娯
楽
産
業
に
従
事
す

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
陛
は

「ふ

し
た
ら
な
女
」
と
見
ら
れ
が
ち

だ
。
願
い
が
か
な
っ
て
口
本
に

落
ち
着
い
た
マ
リ
ア
さ
え
、
大

声
で
話
し
た
り
笑
っ
た
り
す
る

と
、
夫
の
両
親
か
ら
た
し
な
め

ら
れ
る
こ
と
か
あ
る
。

日
比
混
血
児
支
援
協
会
(「
ソ

ヤ
ピ
ー
ノ
」
1ー
フ
ィ
リ
ピ
ン
女

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
し
て

生
括
を
し
て
い
る
事
実
を
、
日

本
政
府
が
受
入
れ
る
こ
と
だ
」

と
同
協
会
は
言
う
。

オ
ー
ハ
…
ス
テ
イ
で
も
、
日

本
人
と
正
式
に
結
婚
を
す
れ
ば

在
留
特
別
許
可
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
申
請
か
ら

許
可
か
出
る
ま
で
に
2
～
3
年

は
か
か
り
、
そ
の
夫
婦
が
離
婚

諺

・
角

地

先
は
娯
楽
産
業
、
男
陸
は
中
小

企
業
の
工
場
て
低
賃
金
で
働
く

こ
と
に
な
る
。
日
本
政
府
に
よ

る
と
、
現
在
1ー
カ
5
千
人
の
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
が
日
本
で
働
い
て

い
る
。
別
の
統
計
て
は
、
オ
ー

ハ
ー
ス
テ
イ

(ピ
サ
の
期
限
か

切
れ
て
も
滞
在
し
て
い
る
)
の

漕

祉
の
恩
恵
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
正
規
の
就
職
も
で
き

な
い
状
態
で
生
き
延
び
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
た
。

「
ソ
ヤ
ピ
ー
ノ
」
問
題
も
あ

る
。
問
題
が
長
引
く
の
は
、
日

本
人
男
性
が
、
生
ま
れ
て
く
る

子
と
も
を
な
か
な
か
認
知
し
な

い
こ
と
に
あ
る
。

日
本
政
府
は
外
国
人
労
働
者

の
社
会
の
影
響
に
つ
い
て
の
鮮

明
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
な

い
。
だ
が
、
外
国
人
労
働
者

は
、
目
本
の
労
働
力
に
不
可
欠

た
と
独
協
大
学
で
国
際
関
係
論

を
教
え
る
イ
ケ
タ
・
イ
サ
ミ
教

授
は
語
る
。

「口
本
政
府
は
否

定
し
よ
つ
と
す
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
彼
等
が
こ
こ
に
居
る
の

は
、
日
本
が
彼
等
を
必
要
と
し

て
い
る
か
ら
で
す
」。(終
わ
り
)

外国に根 をおろす人々

昨年暮の「女性国際戦犯法廷」て 天皇有罪の判決に再る
アンアの被害者の女性たち。法廷 共同代表の松井さん

は以来 右翼の標的 に

 

恵
ま
れ
た
結
婚
を
す
る
女
性
達
も

連
帯
す
る
会
)
支
部
の
ス
ス
キ

・
ケ
ン
氏
は
言
う
。
さ
ら
に
、

「か
つ
て
、
日
本
は
単
一
民
族

と
日
本
人
の
多
く
は
思
い
込
ん

で
い
た
か
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
た
。
外
国
人
が
日
本
を
国

際
化
し
た
の
て
す
」
と
。

ア
ソ
ア
の
国
々
か
ら
日
本
に

働
き
に
き
た
女
性
の
行
き
着
く

労
働
者
を
含
め
る
と
40
力
人
い

る
と
い
う
数
字
も
あ
る
。

女
困
た
ち
は
、
口
本
に
定
住

で
き
れ
ば
パ
ラ
色
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
個
人
名
て
ピ
サ
を

持
て
な
い
、
了
と
も
の
国
籍
問

題
や
意
思
疎
通
の
難
し
さ
の
せ

い
て
、
滲
め
な
思
い
を
し
て
い

る
女
陸
や
子
と
も
は
多
い
。

陸
の
元
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た

口
本
男
件
の
チ
と
も
を
支
援
)

の
よ
っ
に
、
移
民
労
働
者
を
社

会
の
一員
と
し
て
受
入
れ
、
法

律
の
改
止
を
す
る
よ
う
政
府
に

働
き
か
け
る
ク
ル
ー
プ
も
出
て

き
た
。

「重
要
な
の
は
国
籍
で

は
な
く
、
外
国
人
労
働
者
か
日

本
の
経
済
の
一翼
を
担
い
、
コ

と
な
る
と
、
子
と
も
が
い
な
け

れ
ば
即
刻
日
本
か
ら
退
去
。
子

ど
も
か
い
る
場
合
は
、
再
度
在

留
特
別
許
可
を
申
請
す
る
こ
と

に
な
る
か
、
許
可
か
下
り
る
ま

て
の
数
年
間
は
生
活
の
す
へ
を

失
う
。
生
活
保
護
を
受
け
る
に

し
て
も
、
子
と
も
の
み
で
本
人

は
受
け
ら
れ
ず
、
他
の
社
会
福

き
つ
け
て
か
け
つ
け
た
1
0
0

人
以
ユ
の
参
加
者
で
会
場
は
超

備
員
た
っ
た
。

中
止
に
な
っ
た
の
は
、
東
京

都
千
代
田
区
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
書
催
の

「女
と
男
の
庸

報
活
用
術
」。4
回
講
座
て
松
井

さ
ん
は
最
終
回
の
8
月
10
日
に

「イ
ン
タ
ー
ネ
ノ
ト
社
会
と
女

陰
の
人
権
」
を
講
義
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
8

月
2
日
に
な
っ
て
急
に
区
か
ら

中
止
に
な
っ
た
と
書
っ
て
き

た
。

「慰
安
婦
や
天
皇
の
問
題

て
活
動
し
て
い
る
人
物
を
講
師

に
す
る
の
は
行
政
の
中
立
に
反

す
る
と
、
連
日
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ノ
ク
ス
、
電
話
な
と
で
抗
議
、

も
し
中
止
し
な
け
れ
ば
3
日

間
、
区
に
抗
議
行
動
す
る
と
い

つ
。
千
代
田
区
は
、
皇
居
や
靖

国
神
社
な
と
が
あ
る
特
別
な
区

競

磯

㌔

だ
か
ら
と
い
う
区
長
の
判
断

で
、
中
H
を
決
め
た
。
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
何
と
か
聞
催
し
た

か
っ
た
が

」
と
い
う
。
言
論

の
自
由
の
侵
害
て
あ
り
見
逃
せ

な
い
と
3
人
の
千
代
田
区
女
性

区
議
ら
が
呼
ひ
か
け
、
集
会
が

持
た
れ
た
。

集
会
で
松
弁
さ
ん
は

「私
が

タ
ー
ゲ
ノ
ト
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
昨
年
12
月

『女
陛
国
際
戦

犯
法
廷
』
を
や
っ
た
か
ら
。
右

翼
の
い
ち
ば
ん
嫌
っ
て
い
る
の

は
、
天
皇
の
戦
争
責
任
、
慰
安

婦
問
題
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
。
そ

の
す
べ
て
を
や
っ
た
の
が

『法

廷
』
だ
っ
た
。
ま
ず
N
H
K
が

攻
撃
さ
れ
、
『法
廷
』
を
扱
っ

た
番
組
が
ス
タ
ス
タ
に
さ
れ

た
。
こ
の
と
き
N
H
K
に
来
た

連
中
が
、
そ
の
後
、
集
会
を
開

く
た
ひ
来
て
妨
害
し
て
い
る
。

7
月
7
日
、
神
奈
川
の
集
会
で

は
缶
を
投
げ
参
加
者
を
ケ
カ
さ

せ
た
。
教
科
書
ネ
ノ
ト
21
の
俵

職 ぜ轡 欄

松 井 や よ り さん

義
文
さ
ん
の
、
千
葉
で
の
講
演

妨
害
の
さ
ま
が
ヒ
デ
オ
に
撮
ら

れ
て
お
り
、
見
せ
て
も
ら
っ
た

が
神
奈
川
に
来
て
い
た
集
団
と

全
く
同
じ
人
々
だ
っ
た
。
こ
ん

な
状
況
に
会
場
の
管
理
者
が
隔

が
り
、
も
う
V
A
W
W

N
E

T
(『法
廷
』
主
催
団
体
)
に

は
、
会
場
を
貸
さ
な
い
と
=一一口っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の

事
態
が

一番
怖
い
」
と
い
う
。

松
井
さ
ん
本
人
の
メ
ー
ル
や

電
話
へ
の
抗
議
は
な
く
、
自
治

体
や
会
場
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
攻
め
る
戦
術
の
よ
う
だ
。

会
場
か
ら
の
発
言
で
は
、
あ

の
教
師
を
や
め
さ
せ
う
と
、
6

回
も
学
校
に
電
話
さ
れ
た
上
、

学
校
の
そ
ば
の
電
柱
に
、
実
名

入
り
中
傷
の
掲
不
を
張
り
出
さ

れ
た
私
立
女
子
高
の
女
教
師
。

千
代
田
区
で
は
、
講
師
を
決
め

る
の
に
今
ま
で
課
長
の
決
裁
で

よ
か
っ
た
の
に
、
今
後
部
長
の

承
認
が
い
る
こ
と
に
な
っ
た
、

と
内
膚
を
い
う
職
員
。
千
代
田

区
か
ら
、
他
の
自
治
体
へ
の
波

及
を
心
配
す
る
声
、
発
言
し
き

れ
な
い
ほ
ど
の
意
見
が
出
た
。

最
後
に

「区
は
中
止
を
撤
回

し
、
同
趣
旨
の
講
座
を
実
施
す

る
こ
と
、
区
長
は
憲
法
に
の
っ

と
り
、
講
師
の

『中
立
』
に
関

す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
」
を
決
議
、
閉
会
し
た
。

エネルキ とエレクトロ クス

E&Eの 東芝
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性女2001年8月30日(木 曜日)3)

権利や財産守る

「成年後見制度」

 

パ

弊

究

削

轟

全国で無料相談会

櫓

翻

漁

赫

鱒

画 轟 繍
墾

撫・ぜ 。
⑲

轟
瞭 壷メ

いウも、あなたのぞ繍 ζ◎
≧ 喝 し 熔6谷

蹟 警 蕊 ⇔ 嬢寓 顧 薬蟹 〆タ鞘 」晶 鞍 勾,タ ー勲

局
齢
者
や
障
害
者
な
ど

の
、
保
護
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
も
、
自
分
の
意
思
て
自

分
の
思
い
通
り
の
暮
ら
し
が

お
く
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
司
法
書
士

が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た

「㈲
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
は
、

9
月
15
日
の

「敬
老
の
日
」

か
ら
始
ま
る
9
月
21
日
ま
で

の

「老
人
健
康
福
祉
週
間
」

に
、
全
国
50
支
部
で

「成
年

後
見
無
料
相
談
会
」
を
実
施

す
る
。
成
年
後
見
制
度
は
権
利
や

広 島 支 部082-511-0230

山 口 支 部083-942-5220

岡山県支部086-226-0470

鳥 取 支 部0857-24-7013

しまね支部0852-24-2005

香 川 支 部G87-821-5701

徳 島 支 部088-622-1865

高 知 支 部088-825-3141

λひめ支部089-941-8G65

福 岡 支 部092-738-1666

佐 賀 支 部0952-29-0626

長 崎 支 部095-823-4777

大 分 支 部097-532-7579

熊 本 支 部096-364～2889

鹿児島支部099-251-5822

宮崎県支部0985-28-8538

沖 縄 支 部098-867-3526

群 馬 支 部027-224-7773

静 岡 支 部054-246-5427

山 梨 支 部055-253-6900

なか の支部026-232-7492

新潟県支部025-228-1727

愛 知 支 部052-683-6696

=重 支 部059-2工3-4666

岐阜県支部058-259-7118

幅井県支部0776-34-2752

石川県支部076-291-7070

富山県支部076-431-9332

大 阪 支 部06-4790-5643

京 都 支 部075-241-2666

兵 庫 支 部078-34!-2755

奈 良 支 部0742-22-6677

滋 賀 支 部077-525-1093

和歌山支部073-422-0568

札 幌 支 部011-280-7078

函 館 支 部0138-27-0726

旭III支 部Ol66-51-9058

釧 路 支 部Olb4-41-8332

宮 城 支 部022-263-6786

ふくしま支部024-533-7234

山 形 支 部023-623-7054

岩 亨 支 部019-653-6101

秋 田 支 部018-824-0055

青 森 支 部Ol7-776-8398

東 京 支 部03-3353-8191

神奈川県支部045-640-4345

埼 玉 支 部048-845-8551

千葉県支部043-246-2666

茨 城 支 部029-302-3166

とちき支部028-614-ll22

財
産
を
守
る
た
め
に
、

「自

己
決
定
の
尊
重
」(気
持
ち
を

尊
重
す
る
)、
「保
護
」(法
的

権
利
を
守
る
)
の
2
つ
を
調

和
さ
せ
な
か
ら
支
援
す
る
制

度
で
、
判
断
能
力
に
応
じ
て

利
用
で
き
る
。

例
え
ば
、
判
断
能
力
に
は

問
題
が
な
い
人
も
、
将
来
の

た
め
に

「支
援
す
る
人
」「支

援
内
容
」
を
決
め
て
お
く
こ

と
が
で
き
る

「任
意
後
見
制

度
」
が
あ
る
。
ま
た
、
繁
雑

な
契
約
、
賃
貸
家
屋
の
管
理

を
依
頼
す
る
な
ど
、
幅
広
く

利
用
す
る
こ
と
か
で
き
る
。

判
断
力
が
衰
え
た
後
は

「伝

定
後
見
制
度
」
で
、
症
状
、

必
要
に
応
じ
て

「補
助
」「補

佐
」「後
見
」
の
3
つ
の
サ
ボ

ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
。

リ
ー
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
は
、

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
く

わ
し
く
、
図
表
な
ど
で
分
か

り
や
す
く
書
い
た
冊
子

『い

つ
も
、
あ
な
た
の
そ
ば
に
。』

lllllR

部03-3359-0541

 

本

;

ー
ル
は
2
種
類
を
台
紙
に
印

刷
し
て
い
る
も
の
を
1
0
0

円
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。

ト
ア
、

ハ
ッ
グ
、
自
転
車
、

車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

ど

嚢
館

の
謝
雛

の
簗
蓼

雛
藻
-
拒
物
⑱

例
年
に
な
く
、
暑
い
夏
で

し
た
。
こ
ん
な
時
季
、
訪
れ

る
人
に
、
そ

っ
と
原
を
お
く

私 は玄関前 に
いるクヌギです

」

 を
、
相
談
会
当
日
に
相
談
に

来
た
人
に
配
布
す
る
。

相
談
日
、
場
所
は
各
支
部

に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
近

く
の
支
部
に
問
い
合
わ
せ
の

こ
と
。

嚇

㍗

っ
て
く
れ
る
の
が
、
会
館
玄

関
前
に
、
亭
亭
と
そ
ひ
え
る

大
木
、
ク
ヌ
ギ
で
す
。
木
陰

譜

講議鱗

憲
法
を
守
る
意
志
を
シ
i

ル
で

憲
法
を
と
り
ま
く
状
侃
は

ま
す
ま
す
厳
し
い
。
私
た

ち
、
東
京
・
練
馬
区
の
女
性

を
中
心
と
す
る
10
の
団
体

(「教
育
・
教
科
書
を
考
え
る

会
」「練
馬
婦
人
連
盟
」「練
馬

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
ほ

か
)
は
、

「憲
法
を
守
る
意

志
を
表
明
す
る
会
」
を
っ
く

り
、
Ψ
和
憲
広
を
守
る
た
め

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

憲
法
を
守
る
意
志
を
表
明
す

る
ソ
ー
ル
を
貼
る
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

人
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
貼

る
だ
け
。
た
れ
に
て
も
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

「日
本
国
憲
法
」
を
青

り
、
広
め
、
発
展
さ
せ
る
た

め
に
、
練
馬
区
住
民
て
な
い

あ
な
た
も
、
こ
の
素
敵
な
ソ

ー
ル
を
貼
り
ま
せ
ん
か
。
ソ

騨 響編垂

に
入
り
、
そ
よ
風
を
受
け
な

が
ら
深
呼
吸
す
る
と
、
身
も

心
も
リ
フ
レ

ノ
ソ
ユ
。
い
つ

●

た
り
で
、
幹
の
周
囲
1
こ
れ

め
レ
す

を
専
門
用
語
て
目
通
り
と
い

つ
そ
う
て
す
が
、
2
メ
ー
ト

ル
40
セ
ン
チ
あ
り
ま
す
。
1

0
0
年

ほ

と

前

か

ら

(
樹

齢
)、
こ

の
地
に

お
り

ま

し

。

鰐

甑

タ
エ

吻
り

.

●

讐
鵜
2
の
潔
糟
と

も
、
あ
り
が
と
う
、
そ
ん
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
日
は
、
ク
ヌ

ギ
に
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら

い
ま
し

ょ
う
。

『私

は
、
ク

ヌ

キ
。
現

在
、
皆
さ
ん
の
目
の
高
さ
あ

て
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ナ
ラ
と
並

ひ
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
比
企

丘
陵
を
は
じ
め
、
関
東
平
野

全
域
の
景
観
の
主
役
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
会
館
が
発
足
し
た
こ
ろ

(
昭
和
52
)
の
こ
と
も
、
良

く
存
じ
て
お
り
ま
す
よ
。
と

り
わ
け
、
夏
は
、
昆
虫
た
ち

の
オ
ア

ン
ス
と
い

っ
た
と
こ

ろ
で
、
私
の
、
美
味
し
い
樹

液
を
求
め
て
、
ク
ワ
ガ
タ
な

ど
の
昆
虫
が
、
た
く
さ
ん
、

や

っ
て

参

り

ま

す
。
秋

に

は
、
御

存

じ

ト

ン

ク

リ

け
ん
カ

(
堅
果
)を

落
と
し
、
1
年

が

か
り

で
育
て

上
げ
ま

す
。

昔
、材
は
、薪
炭
用
と

し
て
、

皆
さ
ん
の
お
役
に
立

っ
て
い

た
よ

う
で

あ

っ
、
予
定
時

間
を
オ
:

バ
ー
し
ま

す

の

で
、
こ
れ
に
て
』
。
(樹
木
医
)

み
ど
り
の
素
晴
ら
し
さ
は
、歩

い
て
見
て
確
か
め
て

こ
で
も
貼
れ
ま
す
。

貼

っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、

E
O3

・
3
9
9
1

・
9
1
6

5
、
駆
3
9
9
1

・
9
6
2

3

(
田
場
)
ま
で
こ
連
絡
く

■
一
噛
一
■

た
さ
い
。
ソ
ー
ル
は
定
型
封

筒
に
人
ら
な
い
の
で
1
枚
で

も
送
料
が
1
2
0
円
か
か
り

ま
す
。
な
る
べ
く
何
枚
か
ま

と
め
て
こ
庄
文
く
だ
さ
い
。

勧
藩

瞬3麟
!醐 ム

　

∴ 
◎

㌔

み ん な の ヘ ー ンて す 言 い た い こ とや 、知 らせ た

ことかあったb

編 集部

とんとん投稿して下さい

電 茜舌03(3343)1846

FAXO3(3348)1890

日
本
ソ
ェ
ン
タ
ー
学
会

(冨
士
谷
あ
つ
子
会
長
)

は
、
9
月
23
日

(日
)「世
界

女
陛
文
化
会
議
・
京
都
2
0

0
1
」
を
国
立
京
都
国
際
会

館
で
開
く
。

「創
ろ
う
男
女
共
同
参
画
社

会

そ
れ
は
男
女
共
同
参
画

の
実
践
か
ら
」を
ス
ロ
ー
カ

ン
に
一
千
年
前
の
女
駐
た
ち

が
残
し
た
文
化
を
確
か
め
、

Aア後
な
に
を
残
す
か
を
討
議

し
、新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
(千

年
紀
)を
と
ん
な
世
紀
に
す

る
か
語
り
合
う
と
い
う
も

の
。

[

会
は
9
時
か
ら
は
じ
ま

り
、午
前
中
は
「平
安
時
代
の

女
性
文
化
の
創
造
を
ど
う
み

る
か
」。紫
式
部
に
つ
い
て
ロ

ソ
ア
語
に
源
氏
物
語
を
翻
訳

情牽

、

ま
)
が
テ
ー

マ
。
分
科
会
は

「
ク

ロ
ー

ハ
リ

セ
ー

ソ
ヨ

ン
、
規

制
緩

和
と

女
駐

労

働
」(
座

長

・
香

川

孝

)
、

「
表
現
者
と
し
て
の
女
性
」

世
界
女
性
文
化
会
議

京
都
2
0
0
1
得
欝
〃

し
た
タ
チ
ァ
ナ
・デ
リ

ュ
ー

シ
ナ
さ
ん
が
、儒
少
納
言
に

つ
い
て

梅
原
猛

さ
ん
が

語

る
。13

時
か
ら
は
分
科
会
と
ワ

…
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
現
在
(
い

ム ー ブ

llll

(
三
枝
和
子
)
、
「社
会
福
祉

と
女
陛
」
(
岡
本
民
夫
)
、
「
環

境
保
全
と
N
G
O
活
動
」
(浅

岡
美
恵
)
、
「男
性
の
意
識
改

革
」
(
伊
藤
公
雄
)。

15
時
15
分
か
ら
は
未
来
を

語
る
「
平
和
・平
等
・
男
女
共

同
参
画
の
新
世
紀
を
め
ざ
し

て
」。
小
中
陽
太
郎
さ
ん
の
司

会
で
、
イ
ン
カ
ー
・
プ
リ

ユ
ソ

ゲ

マ
ン
さ

ん
(
国
際
家
族
計

画
連
盟
事
務

局
長
)
の
報
告

の
後
、土
井
た
か
子
、
森
山
真

弓
、遠
藤
久
美

子
さ
ん
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
「
ソ
ェ
ン
タ
i

平
等
社
会
に
向
け
て
」
。

参
加
費
6
0
0
0
円
、
学

生
3
0
0
0
円
、
留
学
生
無

料
)
。
問
い
合
わ
せ

日
本

ン

ェ
ン
タ
ー
学
会
憾
0
7
8

・

8
0
3

・
7
1
2
5

(
神
戸

大
学
国
際
協
力
研
究
科
内
)

靖
国
合
祀
の
取
消

し

申
入
れ
11
韓
国
遺
族
ら

鯖
国
合
祀
の
取
り
や
め
、

遺
骨
の
返
還
等
を
求
め
、
6

月
29
目
、
東
京
地
裁
に
提
訴

し
た
韓
国
の
原
告
、
遺
族
会

代
表
と
同
弁
護
団
が
、
8
月

14
日
、
日
本
政
府
と
靖
国
神

社
に
、合
祀
の
取
り
消
し
(霊

璽
簿
か
ら
の
削
除
)
を
申
し

入
れ
た
。

靖
国
神
社
は
、

「い
っ
た

」

ん

『神
』
と
し
て
祀
っ
た
も

の
を
、
人
間
が
取
り
消
す
こ

と
は
て
き
な
い
」
と
言
っ
て

い
る
。
し
か
し

「政
府
の
通

知
て
初
め
て
霊
璽
籍
に
記
載

て
き
た
の
た
。
人
間
か
勝
手

に
記
載
し
た
も
の
を
、
人
間

が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ぬ

は
ず
は
な
い
」
と
主
張
。

一
一

一
一
一

ま
た
、
小
泉
首
相
の
靖
国

参
拝
に
対
し
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
婦
人
矯
風
会
な
と
キ
リ

ス
ト
者
15
団
体
は
、
15
日
、

「
8
月
15
口
を
避
け
、
神
道

方
式
に
よ
ら
な
い
形
の
参
拝

=

と
伝
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え

ど
の
様
な
形
の
参
拝
で
あ
っ

て
も
、
政
教
分
離
原
則
を
犯

す
重
大
な
違
憲
行
為
で
あ

る
」
と
、
小
泉
首
相
宛
て
に

抗
議
し
た
。

一

一
一
一
一
一
■
一
■
■
■
■
■
■

い
じ
め
電
話
相
談

「
大
人

・
子
供
の
い
じ
め

問
題
を
素
人
の
日
か
ら
吾
る

会
」
て

は
、
定

例

会

に

加

え
、
屯
話
相
談
を
受
け
付
け

る
。希
望
に
よ
り
、
2
、
3
人騨

層

の
素
人
相
談
員
に
よ
る
面
談

や
個
別
椙
談
も
。
フ
ラ
イ

ハ

ソ
ー
厳
守
。
問
合
せ

川
封

且
0
9
0

・
9
1
3
3

・
0

5
6
5

(月
～
金
8
時
30
分

～
17
時
)

劃
◆
憲
法
勉
強
会

「小
泉
政
権
の
改

憲
論
を
と
う
見
る
か
」

13
時
30
分

埼
玉
会
館

(
J
R

浦
和
駅
西
口
)

高
田
健

(国
際
経

済
研
究
所
)

5
0
0
円

主
催

忠
伝
を
考
乳
る
集
い

連
絡

面
0

4
8

8
6
4

5
6
3
9
t
屋

劉
◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

向
け
て
1
直
面
す
る
女
性
た
ち
の
課

題
110

時
20
分
～
16
時
30
分

婦
選
会

館

(J
R

新
宿
駅
南
口
7
分
)

「第
19
回
参
議
院
議
員
選
挙
結
果
と

女
性
」
久
保
公
子

(
勧
巾
川
房
枝
記

魯
会
事
務
局
長
)、
「
男
女
共
同
参
画

会
議
の
動
向
」
山
口
み
つ
子

(同
常

務
理
肇
)
、
「経
済
変
動
下
の
女
性
労

働
問
題
」
師
岡
愛
美

(
連
△口
副
会

長
)
、
「開
発
援
助
と
貧
困
化
す
る
女

附
ロ
一
北
沢
洋
子

(国
際
問
題
評
論

家
)

4
5
0
0
円

60
名

主
催

申
込
み

動
市
川
房
枝
記
急
会
日

03

3
3
7
0

0
2
3
8
、
隙
03

5
3
8
8

4
6
3
3

◆
水
俣
セ
ミ
ナ
ー

19
時

環
境
ハ
ー
ト
ナ
ー

ノ
ノ
ブ

オ
フ
ィ
ス

(
地

表
参
道
駅
10
分
)

塩
田
武
史
ス
ラ
イ
ト
ト
ー
ク

「恐

者
さ
ん
と
私
の

『
水
俣
-
深
き
淵
よ

り
曽

1
0
0
0
円

主
催

水
俣

フ
ォ
⊥

フ
ム
倣
03

5
4
8
5

6

1
0
7

皇
◆
女
性
憲
法
年
リ
レ
ー
ト
ー
ク

ー2
時
～
13
時

有
楽
町
マ
リ
オ
ン

嗣

問
合
せ

[
本
婦
人
団
体
連
合

会
n
O3

3
4
0
1

6
1
4
7

劉
◆
す
ず
か
け

大
学
公
開
講
義
ー

「少
年
犯
罪
」

10
時

す
み
た
女
駐

セ

ノ
タ

ー

(京
成

押
上
駅
5
分
)

前
田
雅

英

(
都
立
人
教
授
)

50
名

(区
内

在
住

在
勤

在
学
)

申
込
み

同
セ

ン
タ
ー
密
03

5
6
0
8

1

7
7
1
、
隙
03

6
6
0
8

1
7

7
0

倒
◆
ミ
サ
イ
ル
防
衛
て
東
ア

ソ
ア
は

大
迷
惑
ー
バ
ー
ト
2
～
ア
メ
リ
カ
の

対
中
戦
賂
と
ミ
サ
イ
ル
防
衛

18
時
30
分

又

小回
民
ヒ

ン
タ
ー

(地

合
日
駅
す
く
)

浅
井
基
文

(
明
治
学
院
大
教
授
)

5
0
0
円

主
催

核
と
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
N

O
ー
キ

《
ン
ペ
ー
ン
E
O3

3
9
7

9

8
0
8
3
石
封

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム

「ア
メ
リ
力
高
齢

者
介
護

ソ
ス
テ
ム
と
N
P
O
」

18
時
30
分

東
京
ウ
ィ
×

ノ
ス
フ

ラ
サ

(地

表
参
道
駅
7
分
)

柏

木
宏

(
目
本
太
平
ハ
資
料
ネ
ノ
ト
ワ

ー
ク
理
葺
長
)

5
0
0
円

芋
催

日
本
太
Ψ
洋
資
料
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク

n
O3

3
5
2
4

8
8
2
1
、
隙

03

3
5
2
4

8
8
2
5

◆

「男
の
陛
」
カ
b

「個
の
陸
」

へ

「男
b
し
さ
」
を
捨
て
ち

ゃ
お

つ

18
時
30
分

さ
,
ぽ
ろ
目
由

子
校

「遊
」

中
條
敏
己
(
「仮

ン
ェ
ノ
タ

i
座
談
会
」
世
話
人
)

1
5
0
0

円

主
催

問
合
せ

同
所
贈
O
1

1

2
5
2

6
7
5
2
、
隙
0
1

1

2
5
2

6
7
5
1

◆
女
性
問
題
専
門
講
座

「
ソ
エ
ノ

タ
ー

・
ハ
イ
ア
ス
を
の
り
こ
え
て
」

18
時
30
分

10
月
12
日
ま
て
毎
金

曜

全
6
回

工
ポ
ノ
ク
ー0

(他
袋

駅
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ

ン
プ
ラ

サ
ーO

F
)

「女

の
歴

史
と

ン
ェ
ン
タ

1
」「国
際
女
性
年
と
女
た
ち
」
ワ
ー

ク
ノ
ヨ
ノ
ノ
他

無
料

申
込
み

問
合
せ

同
所
費
03

5
9
5
4

1
0
1
EJ9
月
8
劉

劃

◆
養
護
教
諭
の
た
め
の
精
神
医
学

セ
ミ
ナ
i

13
時
30
分

東

刀
Y
M
C
A
国
際

奉
仕
セ
ン
タ
ー

(地

新
御
余
ノ
水

駅
B
6
出
口
)

一ア
ー
マ

精
畑
H科

治
療
施
設
と
そ
の
機
能

「児
童
思
脊

期
精
神
科
に
つ
い
て
1
多
動
、
目
閉

を
中

」
に
ー
」

対
象

小

中

高
教
帥
、
餐
護
教
諭
、
保
健
関
係
、

相
談
員
等

窪
0
0
0
円

申
込
み

帥
青
ル
彗
健
康
セ

ン
タ
ー
貧
務
局

n
O3

3
9
4
7

7
6
3
6
、
隙

03

∋
9
4
7

0
7
6
6

◆
新
し
い
性
教
育
の
試
み

13
時
30
分

県
ゾ
か
な
か
わ
女
惟

セ

ノ
タ
i

(藤
沢
市
荏
の
島
)

①

お
や
こ
性
教
脅
教
室

(
低
学
耳
の
児

童
と
そ
の
親
)
②
み
ん
な
集
ま
れ
ー

圧
の
島
し
ゃ
へ
り
場

(
10
代
、
20
代

の
男
女
)
③
性
教
育
、
何
を
と

っ
語

る
の
9

(関

し
の
あ
る
人
)
の
3
ワ

ー
ク

ソ
ヨ
ノ
ブ
を
開
催

問
合
せ

川
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
n

0
4
4

8
1
3

0
8
0
8

◆

ン
ノ
ホ

ン
ウ
ム

「障
害
児
と
教

育

障
害
児
の
一一ー
ス
と
希
望
に
教

育
は
と

つ
こ
た
え
る
カ
」

13
時
30
分

弁
護
士
会
館
ク
レ
オ

(
地

霞
ケ
関
駅
B
l
出
口
す
く
)

正
村
公
宏

(曽
修
人
教
授
)、他
原

充
詳

(
文
部
科

戸
省
特
別
支
援
教
甫

課
課
長
)
ほ
か

無
料

主
催

連

絡

夷
京
弁
護
上
会

暦
03

3
5
8

ノウ
ム

駒
野
陽
子

(
尚
齢
対
会
を

よ
く
す
る
女
匪
の
会
理
事
)、松
井
久

典

(介
蔓
支
援
専
門
員
)、杉
村
和
7r

(日
本
社
会
福
祉
寸
会
会
長
)、田
中

雅
ア

(　口
)
、コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
i

伸
藤
典
r

(ノ

ノ
フ
ィ
ク

ノ
コ
ノ
作

塚
)

2
5
0
名

5
0
0
円

問

合
せ

湘
日
本
村
会
福
祁
i
会
事
務

局
n
O3

5
2
7
5

3
5
8
0
、

隙
03

5
2
7
5

0
1
3
9
菊
他

お
し
ら
せ

"、 、

oo

 

1

2
2
0
5
人
権
課

◆
市
民
ン
ノ
ポ
ソ
ウ
ム

「安
心
し

て
利
用
て
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
～
働

く
人

受
け
る
人
の
立
場
力
b
」

13
時
30
分

女
性
と
仕
事
の
末
来

館

(
J
R

田
町
駅
2
分
)

基
調

講
演

「利
用
者
側
力
ら
介
護
サ
ー
ヒ

ス
に
望
む
も
の
」
樋
口
恵
子

(女
性

と
仕
事
の
未
来
館
館
長
)

ソ
ン
ポ

◆
乳
か
ん
早
期
発
見
の
た
め
の
取

り
組
み
～
女
性
医
療
と
乳
か
ん

14
時
30
分

主
婦
会
館
プ
ラ
サ
エ

フ

(
四
谷
駅
前
)

対
談

「女
性
と

乳
が
ん
」
中
村
道
了

(U
N
I
F
E

M
日
本
国
内
委
員
会
委
員
長
)、甫
木

裕
r

(N
H
K
ラ

ン
オ
チ
ー
フ
ァ
ト

ウ
ノ
サ
ー
)、霞
冨
f
雄

(癌
研
病
院

乳
腺
科
外
科
部
長
)

ソ
ン
ポ

ノ
ウ

ム

「早
期
発
見
の
た
め

の
取
り
組

み
」

般
3
0
0
0
円
、
学
生
1

5
0
0
円

主
催

乳
房
健
康
研
究

会
申
込
み

同
会
第
2
回
セ
ミ
ナ
ー

係
隙
03

5
5
6
5

4
9
1
4
、

費
03

5
5
6
5

3
6
5
0

◆
す
て

っ
～
ヒ
テ
オ
制
作
講
座
〈

あ
な
た
か
テ
ィ
レ
ク
タ
ー
>

12
月
22
目
D
ま
て
全
10
回

と
よ

な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

す
て

⊃
ふ

(
阪
急

豊
中
駅
す
く
)

讐
中
発
の
映
像
に
よ
る
女
附
情
報

発
信
を
め
ざ
し
て
グ
ル
ー
フ
に
よ
る

ヒ
デ
ォ
制
作

講
師

ヒ
テ
オ
丁
房

へ
K
A
M
E
、
卜
之
坊
修
了
ほ
力

女
殴
20
名

5
0
0
0
円

ユ
催

申
込
み

(フ
ァ
ノ
ク
ヌ
)

ヒ
テ
ォ

r
房
A
K
A
M
E
面
&
隙
06

6
3

7
0

∩6
【D
ρ0
8

9

月

9

日

日

◆
環
境
再
生
の
た
め
に
ク
ル
マ
社

会
の
構
造
改
革
を

13
時
30
分

労
働
ス
ク
エ
ア
東
泉

(地

八
丁
堀
駅
す
く
)

水
谷
洋

(
静
岡
大
教
授
)

7
0
0
円

主
催

青
空
の
会
費
03

5
8
0
2

3
rD
5
三

童
◆

「憲
法
」
を
愛
す
る
女
性
ネ

ノ

ト
結
成
1
周
年
-
憲
法
の
つ
と
い

13
時
30
分

社
会
文
化
会
館

(地

永
田
町
駅
5
分
)

パ
ネ
ル
テ

ィ

ス
カ

ノ
ソ
ヨ
ン

「平
和
憲
法
と
人
間

の
安
全
保
障
」
武
者
小
路
公
秀

(中

部
大
教
授
)、久
保
田
眞
苗

(
同
ネ

ノ

ト
代
表
世
話
人
)、ア
ヒ
ー
ル

「今
、

一
番
大
切
な
こ
と
」L
井
た
か
了
(村

民
党
党
酋
)
11
予
定
、

「
い
い
た
し

こ
と
1
会
場
の
目
由
討
論
」
助
≡
[と

提

」

人
脇
雅
チ

(参
議
)

1
0

0
0
円

ヨ
催

連
絡

同
ネ

ノ
ト

倣
03

3
5
9
2

7
5
0
8
、
隙

03

3
5
0
6

9
0
8
0

◆
2
0
0
ー
ア
イ
レ

ノ
ク
ま

つ
り

10
時
～
16
日
由
ま
て

清
瀬
市
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

(
曲
武

肩

瀬
駅
北
口
す
く
)

15
口
目

「ひ
ろ

か
れ
ー
子
育

て
ネ

ノ
ト
ワ
ー

ク
」

「星
逢
ひ
」
荒
牧
瑞
枝

(劇
団
民
芸

女
優
)、
「危
険
力
ら
身
を
護
る
」
丸

山
博

(東
村
山
警
察
署
)
、16
日
11
講

演
「『み
た
れ
髪
』
発
刊
1
0
0
年
～

晶
チ

情
軌
と
自
立
の
人
」
松
平
盟

子

(歌
人
)、同

「人
生
80
耳
時
代
を

豊
か
に
生
き
る
た
め
に
」
吉
武
輝
子

(
女
性
問
題
評
論
家
)
ほ
か

ハ
ザ

ー
有

1
催

問
合
せ

同
所
冠
0

4
2
4

95

7
0
0
2

◆
い
ま

改
め
て
保
育
園
を
考
え

よ

つ
1
子
と
も
に
と

っ
て
心
地
よ
い

〈
居
場
所
〉
て
あ
る
た
め
に

13
時
30
分

文
募
区
女
附
ヒ

ノ
タ

i

(
地

本
郷
3
ー
〕
駅
5
分
)

勤
光
院
炉
紀
(
「保
育
園
を
考

λ
る
親

の
会
」
代
表
)
、話
し
合
い

主
催

働
く
母
の
会

問
合
せ

"
03

3

9
9
0

1
6
6
9
f
ー

◆
お
な
し
?
ち
か

つ
り

援
助
交

際

と
子
と
も
買
春
～

マ
ス
コ
ミ
の

役
割
を
考
え
る

14
時

横
浜

女
阯
フ

ォ
ー
ラ

ム

(
月
塚
駅
5
分
)

村
瀬
章
浩
(
人

間
と
性

教
育
研
究
協
義
会
代
表
幹

事
)
ほ
か

コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー

マ
リ

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ

(
A
W
C

代
表
)

5
0
0
円

申
込
み

問

合
せ

ア

ノ
ァ
の
女
件
と
r
と
も
ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク
n
O
4
5

2
6
0

8
1
4
19

月

か

ら

◆
環
境
と
フ
ェ
ミ

一一ス
ム
を
お
し

ゃ
へ
り
す
る
英
会
話
寺
子
屋

9
月
か
ら
12
月
ま
て

国
ゾ

(が

ん
が
ん
ク
ラ
7
、
ゆ

っ
く
り

ク
ラ

ヌ
、

ア
ィ
ス
カ

ソ
ソ
ヨ
ノ
ク
ラ
ス
)、

中
野

(ゆ

,
く
り
ク
ラ
ス
、
が
ん
が

ん
ク
ラ
ス
)、横
浜

(ゆ

,
く
り
ク
ラ

ス
)、期
閻
中
の
参
加
回
数
を
自
分
で

設
定
で
き
る
。
例

16
回
3
乃
7
0

0
0
円
、
10
回
2
乃
6
5
0
0
円
な

ど
、
母
子
家
庭
割
引
有
、
見
≠
歓
迎

問
合
せ

0
4
2

5
7
6

1

2
9
7
石
原童

◆
ヌ
ェ
ッ
ク
2
0
0
1

全
国
交

流
フ
エ
ス
テ
ィ
ハ
ル
参
加
者
募
集

13
時
～
21
日
m
11
時
30
分

(
2
嗣

3
日
)

国
σ
女
性
教
育
会
館

(東

武

武
蔵
嵐
山
駅
20
分
)

19
日

ト
ー
ク
&
ト
ー
ク

「
こ
こ
ま
で
き

た
フ

ェ
ミ

ニ
ズ
ム
～
追
い
風

同
か

い
風
の
な
カ
で
～

ヒ
野
下
鶴
r
(東

大
教
授
)
、河
野
貴
代
美

(
帝

尿
平
成

大
教
授
)
、自
由
企
画
プ
ロ
ク
ラ
ム
多

数
、
自
由
交
流
ほ
か

無
料

侑
旧

8
1
0
円

(そ
の
他
食
費
、
交
通
費

自
己
負
担
)

循
泊
申
込
み

9
月

19
日
劇
ま
で

芝
催

同
実

竹
委

間
合
せ

同
会
館
事
業
課
"
0
4
9

3

62

6
7
1
1
、
隙
0
4
9
3

62

6
7
2
0

灘
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霧

灘
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繋
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畝
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諾
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シ
ン

グ
ル

マ

ザ
ー
の

当
事

者

団
体

匸

ん
ぐ

る
ま

ざ
あ

ず
・

ふ

ぉ
Ｉ

ら

む
」
編

著
の

『
シ
ン

グ
ル

マ

ザ
ー
に
乾

杯
！

』（

現
代

書
館

、
本

体
1
7
0
0

円
）

が

出
版

さ
れ

、
７
月
2
9
日

、
東

京

・
池

袋
の
エ

ポ

″
ク
1
0で

出

版

記
念

交
流

会
が

開
か
れ

た

。

Λ

シ
ン

グ
ル
マ

ザ

ー
が
シ
ン

グ
ル
マ

ザ
ー
の
た

め
に

作
っ

た

本
▽
と

う

た
い

、
会

員
の
共
同

執
筆
で

、
体
験

、
今
の

生
活

、

学
校
と

の
つ

き
あ
い

方

、
仕

事

の
は

な
し

、
公
的

サ

ー
ビ
ス
の

利
用
の

仕

方
な
ど

、
女

性
が
ひ

と
り
で
子
ど
も
と
生
き
て
い
く

た
め
の
知
恵
と
知
識
が
ぎ
っ
し

り
。
ど
の
文
章
も
前
向
き
で
明

る
い
。
こ
れ
は
、
離
婚
や
非
婚

が
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
な
く
、

多
様
な
生
き
か
た
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
世
の
な
か
で
も
認

め
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
母
子
家
庭

の
貧
し
さ
は
相
変
わ
ら
ず
。
家

計
簿
公
開
の

ペ
ー
ジ
を
見
て

も
、
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
手

当
て
で
よ

う
や
く
食
べ
て
い
る

状
況

が
わ
か
り

、
女
性
の
低
賃

金
に
改
め
て
腹
が
た
つ
。

出
版

記
念

会
に

は
東

京
周

辺

だ

け
で

な
く

、
栃

木
や

群
馬

か

ら

、
会

員
や

、
い

ま
離

婚
を

考

え
て

い

る

が
＝
・
と
い

っ

た
人

も

参
加

、
満
員
の

盛

況
だ

っ
た

。

同
ふ

ぉ
１

ら
む

の
赤
石

千
衣

子

さ
ん

が

、
「
1
9
8
0

年

、

児

童
扶

養
手

当

が
改
悪

さ
れ
よ

う
と
し

た
と

き

、
大
変

だ
と

集

ま

っ
た

当
事

者
が

『
児

童
扶

養

手

当
て

の
切
り

捨
て

を

許
さ

な

い

連
絡

会
』

を
つ

く
り

、
必
死

で

運
動
し

た

。
9
4
年

『
し

ん

ぐ

る

ま

ざ
あ

ず
・
ふ

ぉ
Ｉ
ら

む

』

と

名
称

を
変

え
た

。
は
じ

め

た

こ
ろ
は
、
集
ま
る
と
怒
っ
て
ば

か
り
い
た
が
、
今
は
あ
っ
け
ら

か
ん
と
し
た
感
じ
。
シ
ン

グ
ル

マ
ザ
ー
の
収
入
が
少
な
く
、
生

活
が
大
変
な
こ
と
は
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー

は
賢
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

女
性
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
き

た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
会
の
歴
史

を
説
明
。

安
積
遊
歩
さ
ん
が
、
障
害
に

ま
け
ず
生
き
、
子
ど
も
を
つ
く

っ
た
自
分
の
経
験
を
語
り
な
が

ら
「
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
は
多
様

性
と
新
し
い
価
値
を
つ
く
る
担

い
手
。
ど
ん
ど
ん
前
に
出
て
活

動
し

主
張
し
て
ほ
し
い
」
と
励

ま
し
と
連
帯
の
メ

″
セ
ー
ジ
。

そ
の
あ
と
、
参
加
者
の
懇
談

会
で
出
版
を
祝
い
あ
っ
た

。

共
同
執
筆
で
多
様
な
生
き
方

に
ぎ
や
か
に
出
版
記
念
交
流
会

チャリティ映画会痴呆高齢者を抱えた

家族の介護がテーマ
障害のある500人をご招待!!

リアフリー映画バ

ホ

ー
ム

ー
ス

イ

ー
ト

ホ

ー

ム

痴

呆
高

齢
者
を

抱
え

た
家

族

の

介

護
を
テ

ー
マ
に

、
中
ふ

企

業
経

営
者
の

有
志

が
集

ま
っ
て

製
作
し

た

映
画

『
ホ
ー

ム

ー
ス

イ

ー
ト

ホ

ー
ム
』（

原
作

・
松

山

萱

二
／

脚

本
・
監

督

・
栗
山

富

夫
／

出
演

・
神
山

繁

、
小
林

稔

侍

、
風

吹

ジ

ュ

ン

、
酒

井

美

紀

、
喜
多

島
舞

、
横
山

道
乃
ほ

か
／

製
作

・
シ
ネ

マ
エ
ン

ジ

ェ

ル

）
の

、
チ

ャ
リ
テ

ィ
映
画

会

が

、
９

月
２

日

、
千
葉

県
市
川

市
の

市
川

市
市
民

会
館

ホ
ー
ル

で

開
か

れ

る
。

こ
の

映
画

会
で

は

、
聴

覚
障

害
者
の

た

め
に

字
幕
ス

ー

パ
ー

付
き
の

も
の

を
上

映

す
る

。
バ

リ

ア
フ

リ

ー
は

、
住

宅
、

道
路

ば
か
り
で

な
く

、
映
画

に
と

っ

て

も

必
要

。
最

近
で

は

、
視

覚

障
害

者
の

た
め
の

へ

″
ド

ホ
ー

ン
付

き
映
画

や

、
聴

覚
障
害

者

の

た
め

の

字
幕
ス

ー

パ
ー
付

き

の

「

バ
リ
ア
フ

リ

ー

映
画
」

が

少
し

ず
つ

だ
が

、
上

映
さ
れ

る

よ

う
に

な

っ
て
い

る

。
高

齢
に

な
っ
て

、
聞

こ
え

が

不
自

由
に

な
っ

た
人
に

も

、
字

幕
ス

ー
パ

ー
付
き

の

映
画
は

、
非
常
に

意

義
の

あ
る

も
の
だ

。

同

映
画

会
を

主
催

す
る

、
市

川

チ

ャ
リ
テ

ィ

映
画

会
実

行
委

員
会
で

は

、
こ
の

映
画

会
に

障

害

の

あ

る

人
５

０
０

人

を

招

待
。

ま
た

、
一

般
か
ら

の
鑑

賞

券
の

収
益
は

、

社
会

福
祉

協
議

会
等
に

寄
付

さ
れ

る

。

９

月

２

日

（

日

）
1
0
時
3
0

分

、
1
3
時
3
0
分

、
1
6
時
3
0
分

（

３

回
上

映
）
、
一

般
1
0
0
0

円

（

前
売
り

８
０

０
円

）
、
未
成

年

・
学

生
５
０
０

円

（
前

売
り

４
０
０

円

）
　

市
川

市
市
民

会

館

ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ

・
本
八

幡
駅

か

、
京

成
・
京

成
八

幡
駅
下

車

｛
Ｊ
０

４
７

・
３
３

５

・
1
5
4

2

｝
　

問
い

合

わ
せ

…
ギ

ャ
ラ

リ

ー
針
谷

四
＆

厦
0
3
・
３

５

７

１
・
２

２
２

９

、
同

実
行

委
事

務
局

習
０
４

７

・
３
２

６

・
1
1

4
4
1

丶
一
河
０
４

７

一
３
２
（
ｈ
）

゛
1
4
4
4
0

『

ホ

ー
ム

ー
ス
ィ

ー
ト

ホ
ー

ム
』
の

あ
ら
す

じ

。

元

、

オ
ペ
ラ

歌
手
の

山
下

宏

（
7
5
歳

）
は

、
痴
呆

症
。

部
屋

で

も

街
頭
で

も

、
力
の

限
り

歌

い

、
徘

徊
す
る

毎
日

。
取
り

巻

く
娘

夫

婦
た
ち
の

苦

悩
と

軋
轢

は
限

界
に

達
し

、
あ

る
日

、
岩

手
の

ク
ル

ー

プ
ホ

ー
ム
「

お
ば

ん
で

が
ん

す
」
の

前

に

、
置

き

去
り

に
し

た

。
宏
は

、
「
・：
お

じ
い

ち

ゃ
ん

を
預
か

っ
て

下

さ

い
・：
」
と

い

う
手
紙

を
持

た
さ

れ

、
一
人

た
た

ず
む

。
壮

麗
な

岩
手

山

を
背
景

に

、
「
お

ば
ん

で

が
ん

す
」
で
の

、
心
や

さ
し

き

日

本
人

た

ち

の

ふ

れ

あ

い

と

、
再

生
の
ド
ラ

マ

が
展

開
し

て

い

く

。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

「

民

族

浄

化

の

た

め

の

レ

イ

プ

」

ベ
ヴ
ェ
リ
ー
・
ア
レ
ン
著

鳥
居
千
代
香
訳

著
者
は
、
シ
ラ
キ
ュ
ー

ス
大
学
教
授
、
旧
ユ

ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
戦
犯
国
際
法

廷
顧
問
。
旧
ユ
ー
ゴ
で

ポ

ス
ニ
ア
内
戦
中
に
起
こ
っ

た
集
団
レ
イ
プ
、
妊
娠
さ

せ
ら
れ
殺
さ
れ
た
女
性
た

ち

の
問
題

を
書
い

た
も

の
。
こ
の
問
題
で
Ｉ
冊
の

本
に
な
っ
た
の
は
初
め
て

と
い
う
。

こ

う
し
た
問
題
で
は
被

害
者
は
真
実
を
い
い
に
く

い
も
の
だ
が
、
実
名
で
出

て
い
る
ヤ
ド
ラ
ン
カ

ー
シ

ゲ
リ
の
場
合
、
オ
マ
ル
ス

カ
収
容
所
で
収
容
所
護
衛

隊
司
令

官
に
レ
イ

プ
さ

れ
、
殺
さ
れ
る
前
に
運
良

く
逃
げ
る
こ
と

が
出
来
、

事
実
を
勇
気
を
持
っ
て
告

発
し
た
。
彼
女
の
こ
と
は

日
本
で
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
・
ビ
デ
オ
「
コ
ー
リ

ン
ク

ー
ゴ
ー
ス
ト
」
で
紹

介
さ
れ
て
お
り

、
覚
え
て

い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

旧
ユ
ー
ゴ
は
多
く
の
民

族
が
あ
り
、
説
明
を
聞
い

て
も
日
本
人
に
は
わ
か
り

づ
ら
い
面
が
あ
る
が
、
著

者
の

立
場

は
、
ユ

ー

ゴ

軍
、
ボ
ス
ニ
ア
の
セ
ル

ビ

ア
人
、
ベ
オ
グ
ラ

ー
ド
政

府
は
、
ホ
ス
ニ
ア

ー
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
や
ク
ロ
ア

チ
ア

へ
の

侵
略
者
で

あ

り
、
セ
ル
ビ
ア
は
民
族
浄

化
の
た
め
の
レ
イ
プ
を
行

っ
た
と
い
う
立
場
に
た
っ

て

い

る
。
そ

し
て

戦
時

下
、
紛
争
下
で
は
、
全
て

の
側
か
ら
の
レ
イ
プ
が
あ

る
が
、
ユ
ー
ゴ
の
場
合
報

告
を
う
け
た
犠
牲
者
の
大

多
数
が
ボ
ス
ニ
ア
の
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
あ
り
、
申
し

立
て
ら
れ
て
い
る
加
害
者

の
大
部
分
は
ボ
ス
ニ
ア
の

セ
ル

ビ
ア

人
で

あ

っ
た
と

書
い
て

い

る
。

と

も
か

く
、
彼

女
た
ち

被

害
者
の

勇
気
あ

る
申
し

立
て
で

レ

イ
プ
の

問
題

が

戦
争
犯
罪

と
し
て

認
め
ら

れ

、
「
生
存
し
て

い
る

崕

軍

慰
安
？

に
希

望
を

与

え

る
こ
と

に
な

っ
た
」（
Ｃ

Ｎ
Ｎ

放

送
）
。
日
本

人
に
と

っ
て

も
大

切
な
事

実
で

あ

る

。
（

枝
）

（
つ

げ
書

房
新
社
　

本

体

1
7
0
0

円
）

「
主

婦

か
ら

プ

ロ

ヘ

」

夢
を
実
現
し
た

女
性
た
ち
の
記
録

青
木
み
か

高
橋
ま
す
み

編

こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い

る
1
0編
は
、
自
分
の
夢
を

恵
ま
れ
た
環
境
で
達
成
し

た
人
々

の
記

録
で
は

な

い
。
家
事
、
育
児
、
介
護

や
本
人
の
病
気
な
ど
、
二

つ
も
三
つ
も
の
困
難
を
背

負
っ
た
上
で

、
プ
ロ
ヘ
の

道
を
実
現
さ
せ
て
い
て

、

勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

編
者
の
ひ
と
り
・
高
橋

ま
す
み
さ
ん
は
、
新
聞
社

の
地
方
記
者
の
妻
と
し
て

電
話
番
に
あ
け
く
れ
し
て

い
た
時
、
女
性
情
報
誌
Λ

あ
ご
ら
▽
を
母
親
が
手
渡

し
て

く
れ
た
の

が
き
っ
か

け
で

、
女
性
の
自
立
を
め

ざ
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ウ
ィ
ン
女
性
企
画
」

を
立
ち
上
げ
た

。

小
林
と
よ
子
さ
ん
は
、

2
5歳
で
夫
の
死
に
会
い
、

子

づ
れ
で

大
学

生
に
な

り

、
睡
眠
時
間
を
削
っ
て

の
勉
学
の
末
、
研
究
者
と

な
る
。
婚
家
で
の
辛
い
体

験
を
バ
ネ
に
、
経
済
的
自

立
に
向
け
て
3
6歳
で
大
学

に
入
り

、
女
性
初
の
鍼
灸

学
博
士
号
を
得
る
に
至
っ

た
中
井
さ
ち
子
さ
ん
。
最

初
は
反
対
だ
っ
た
夫
が
、

協
力
へ
と
変
わ
っ
て
く
る

例
が
多
い

。
頼
山
陽
の
女

弟
子
・
江
馬
細
香
の
漢
詩

に
魅
か
れ
江
戸
女
流
文
学

の
研

究
に

打
ち
込
み

、『
江

戸

女
流
文

学
の
発

見
』
で

毎
日

出
版

文
化
賞

を
受

賞

し

た
門

玲
子
さ
ん

。
い

ず

れ

も

、
ひ

た
む
き

さ

が
魅

力

的
だ

。
夢
を

持
ち
な

が

ら

悩
ん
で
い

る

女
性
た
ち

を
、
励
ま
し

た
い

と
い

う

出
版
意
図

は
、

充
分
に

満

た

さ

れ

た

実

録

集

だ

。

（
陽
）（
風

媒
社

本
体
1

7
0
0

円

）

偉
業
伝
え
る
展
示
物
を
貸
し
出
し
ま
す

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
教
育
資
料
セ

ン
タ
ー
で
は
、
6
0年
前
、
ホ
ロ

コ

ー
ス
ト
の
な
か
で
6
0
0
0

人
の
ユ

ダ
ヤ
人
の
命
を
救
っ
た

外
交
官
・
杉
原
千
畝
の
こ
と
を

伝
え
る
た
め
の
写
真
展
「
勇
気

の
大
・
杉
原
千
畝
～
助
け
ら
れ

た
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
９
月

2
6日
水
ま
で

、同
セ
ン

タ
人

Ｊ

Ｒ

・
千
駄
ヶ
谷
駅
下
車
６
分
）

で

開
い
て
い
る
が
、
こ
の
展
示

物
を
、
全
国
に
貸
し
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。

杉
原
千
畝
の
偉
業
を
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い

、
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
ほ

し

い
と
い

う

趣
旨
で
、
博

物

館
、
図
書
館
、
公
民
館
、
学
校

な
ど
に
貸
し
出
し
、
日
本
中
で

展
覧
会
を
開
い
て
ほ
し
い
と
い

う
。1
9
4
0

年
、
ナ
チ
の
ユ
ダ

ヤ
人
虐
殺
か
ら
逃
げ
よ
う
と
、

ユ

ダ
ヤ
人
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に
集

ま
り
、
日
本
領
事
館
に
助
け
を

求
め
た

。
日
本
は
ド
イ
ツ
と
同

盟
を
結
ん
で
い
た
が
、
領
事
代

理
の
杉
原
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
見
捨

(上) 杉原ビザで
助かったマイケ
ル･ニ ューウエ
ルトさん(中央、
当 時11 歳)は こ
んな大家族に

て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
ら
の

判
断
で
、
彼
ら
に
夜
も
昼
も
ビ

ザ
を
書
き
つ
づ
け
た

。
こ
の
ビ

ザ
を
持
っ
て
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
は

安
全
な
国
に
逃
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
数
2
0
0
0

枚
、

助
け
た
人
は
6
0
0
0

人
以
上

に
な
る
。
し
か
し
、
杉
原
千
畝

は
外
務
省
幹
部
の
覚
え
を
悪
く

し
、
戦
後
、
退
職
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
り
、
苦
労
し
た
。

ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
資
料
セ
ン

タ

ー
で
は
、
今
回
の
企
画
に
あ
た

り
、
ア

メ
リ

カ
、
イ

ス
ラ

エ

ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
を
訪
問
、
杉
原
さ
ん
に
助
け

ら
れ
た
人
、
そ
の
家
族
、
子
ど

も
や
孫
3
2人
に
会
い

、
話
を
聞

い
た
。
「
杉
原
さ
ん
の
お
か
げ

て
、
私
達
は
こ
う
し
て
生
き
て

さ ん杉 原干 畝故

い

ま
す

」
み

な
異

口
同

音
に

吝

い

、
物

語
は

語
り

継
が

れ
て

い

る
。展

示

は

、
6
0枚
の

写

真
パ

ネ

ル

と
地

図

、
年
表

、
キ

ャ
プ

シ

ョ

ン
パ

ネ
ル
で

、
杉
原

千
畝
の

写

真
だ

け
で

な
く

、
助
け

ら

れ

た

人
々

の

、
当
時

と
現

在
の

写

真
で

構
成
さ

れ
て
い

る

。
証

言

の

ビ

デ
オ
も
つ

い
て

い

る

。
キ

ャ
プ
シ

ョ
ン

作
成

に
あ

た
っ
て

は

、

ホ
ロ
コ

ー
ス
ト

を

考
え

る

子

ど
も

ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア

ク
ル

ー

プ
「
小

さ

な

つ

ば

さ
」（

東

京

都

）
、
示

さ

な
手

」（

広

島
県

福

山

市
）

が

全

面

的

に

か

か

わ

り

、
小

学
校

高
学

年
の
子

ど

も

で

も
理

解
で

き
る

よ
う

、
や

さ

し

い

言
葉
で

ま
と

め
た

。

「

勇
気
の

人
」
の

貸

出
料
は

１

万
円

プ
ラ
ス

搬

送
料

。
貸

出

期

間
２

週
間
（

原

則
と
し

て

）
。

展

示
ス

ペ

ー
ス

は

展
示
で

き

る

壁

面
の

大
き

さ
に

も
よ

る
が

、

学
校
の

教
室
１

つ

く
ら
い

で

も

で

き

る

と

い

う

。
「

勇

気

の

人

」

実
行
委

員
長
の

石

岡
史
子

さ
ん
（

ホ
ロ
コ

ー
ス

ト

教
育

資

料
セ
ン

タ

ー
）
は

「
2
1
世
紀

を

平

和

な
世
紀
に

す
る
た

め

、
ひ

と

り
で

も
多

く
の

人
に

見
て
ほ

し

い

。
高
校

の
文

化
祭
で

や

り

た

い
と

、
も

う
３

校
ほ

ど
か

ら

申

し
込

み

が
来
て
い

る

が

、
も

っ
と
ふ

さ
な

子
で

も
十

分
理

解

で

き

る
の
で

、
中

学
や

小
学

校

で

も
子

ど
も

た
ち

に
見
せ

て

く

だ
さ
い

」
と

語

っ
て

い

る

。

「

し

ょ

う

が

い

児

の

母

親

も

バ

リ

ア

フ

リ

ー
」

働
い
て
、
普
通
に

暮
ら
し
た
い西
浜
優
子
著

Λ
在
宅
の
「
障
害
」
児

・
者
の
介
助
者
（
家
族
）

の
9
6％

が
母
親
で
、
う
ち

7
0％
は
働
い
て
い
な
い
。

働
い
て
い
る
人
も
半
数
弱

が
パ
ー
ト
で
、
常
雇
は
２

割
に
満
た
な
い
▽
と
い
う

調
査
に
、
著
者
は
取
材
を

重
ね
実
態
と
問
題
点
を
洗

い
出
し
た
。

ど
の
事
例
も
苦
労
の
連

続
だ
が
、
「
障
害
」
を
持

つ

子

ど
も

が
ひ

と
り
で

も

い

た

場
合
に

は
「
平

均
的

な
体

力
で

は

と
て

も
務

ま

ら

な
い

」
。
「
障
害

」
児
こ

そ

保

育
が
欲
し

い
の

に

、

受
け
入

れ
を

拒
否

す
る

保

育
園

も
あ
り

、
手
の

か
か

る
子
は

親
が
み

る
の

が
当

然
と
い

う
世

間
の

常
識

。

７

重

保
育

を
余
儀

な
く

さ

れ
た

人
も
あ

る

。

サ

ー

ビ

ス

が

あ

っ

て

も
、
行
政
は
尋
ね
な
い
と

教
え
な
い
。
学
校
も
校
長

や
担
任
次
第
で

、
親
が
仕

事
を
継
続
で
き
な
く
な
っ

た
り
す
る
。
学
童
保
育
も

ま
た
、
指
導
員
の
熱
心
さ

で

、
言
葉
が
出
て
き
た
子

も
い
る
反
面
、
養
護
学
校

の
子
ど
も
は
、
市
立
の
学

童
保
育
に
は
入
れ
な
い
市

も
あ
る
。
制
度
は
、
利
用

者
に
合
う
よ
う
改
善
さ
れ

る
べ
き
で

「
現

行
制
度
で

支
え
き
れ

な
い
ケ

ー
ス
は

『
特
例
』
で

拾
い

上

げ
な

が
ら

次
の

施
策
へ

つ
な

げ

て
い

く
の

が
行

政
の
あ

る

べ
き
姿
」

だ
。

自
分

を
大
切
に

生
き

る

こ
と

が
子

ど
も
の

福
祉
に

立
ち

向
か

う
勇

気
に
な

る

と

教
え
ら

れ
る

。
（

陽
）

（

自
然

食
通
信

社
　

本

体

１
Ａ
５
０
０

円
）

ク

レ
ヨ
ン

ハ
ウ
ス

「
秋
の
文
化
祭
」
開
催

オ

ー
ガ
ニ

ッ
ク
化
粧

品
メ
イ
ン

に

ク
レ
ヨ
ン
（

ウ
ス
は
、
子
ど

も
の
本
の
売
場
、
お
も
ち
や
売

場
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ

ン

、
自
然
食
の
八
百
屋
な
ど
全

館
上
げ
て
の
「
秋
の
文
化
祭
」

を
予

定
し
て
い

る
。
そ
の

中

で

、
ミ

ズ

ー
ク
レ
ヨ
ン
（

ウ
ス

は
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
粧
品
フ

ェ
ア
」
を
メ
イ
ン
企
画
に
し
よ

う
と
準
備
中
だ
。

ク
レ
ヨ
ン
（

ウ
ス
は
、
子
ど

も
の
本
の
専
門
店
と
し
て
2
5年

前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
子
ど
も

の
「
今
」
を
考
え
る
と
い
う
視

点
か
ら

、
女
の

「
今

」
と
重

な

り

、
さ

ら

に

地

球

の

未

来

も

と

、
オ

ー

ガ

ニ

ッ

ク

食

材

の

店
、
オ

ー
カ

ーつ

ク

ー
レ

ス
ト
ラ

ン
ヘ
と

展

開
。
そ

の

流
れ
の

中

で

、
ミ

ズ

ー
ク
レ

ヨ
ン
（

ウ
ス

は
女

性
の

本
専
門

店
と

し
て
1
5

年
前
に

オ

ー
プ
ン

し

、
多

岐
に

亘
る
イ

ベ
ン

ト

を
企
画

し
て

き

た
。

最
近

は

、
オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

を
テ

ー
マ

に
生
活

雑

貨
、
衣

類

な
ど
の

販

売
も
手

掛
て

い

る
。

化

粧
品

は

、
女
性
の

精
神

面

と
健

康
に

深
ぐ
か

か

わ
る
モ

ノ

と
し
て

、
『
あ

な
た
の

き
れ

い

が
地

球
の

き
れ
い

に

』
を
テ

ー

マ
に

、
安

全
・

安
心

な
「

自
然

化
粧

品
」
を
提

案

。
自

然
化

粧
品

を
買
い

た
い

が

、
ど
こ

で

売
っ

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

、
高

い

、
使
い

方
や

効
果

が
分
か

ら

な
い

な

ど
の
問

題

が
多
い
こ

と

か
ら

、
そ

れ
ら
に

も
丁

寧
に

答

え
て
い

き

た
い
と

言

う
。

「
秋
の

文
化

祭
」
で

は

、
ミ

ズ

ー
ク
レ

ヨ
ン
（

ウ
ス

が

選
ん

だ

化

粧
品

を

一

堂
に

展

示

、
販

売

。
美

容

部

員

が

デ
モ

ン

ス

ト

レ

ー
シ

ョ
ン

を
し

、
商
品

説
明

を

す

る

。
サ

ン

プ
ル

、
カ

タ

ロ

グ
な

ど
も

提
供

す
る

と
言

う
。

日

時

・
場
所

囗
９

月
８

日

～

1
0 月
1
4
日

。
ク
レ

ヨ

ン
（

ウ
ス

東

京
店
３

階
ミ

ズ

ー
ク
レ

ヨ
ン

（

ウ
ス
（

港
区

北

青
山
３

１
８

－
1
5
地
下

鉄
表

参

道
駅
Ａ
Ｉ

出

口
３

分
　
｛
J
0
3・
３
４

０
６

・

6
4
6
5

｝

光
を
失
い
、
優
し
さ
を
書
く

「
そ

っ

と

耳

を

澄

ま

せ

ば

」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

こ

の

本
は

著
者
の
２

冊

目
の

エ
ッ
セ

イ

集

。
第
4
9

回
日

本
エ

ッ
セ

イ
ス

ト

ー

ク
ラ

ブ

賞
を

受
賞
し

た

。

「

本
当
に

う
れ
し

い

。
文

章

を

書

く

こ

と

は

大

変

で

、
不
安

な
仕
事

。
ま
だ

ま

だ
未

熟
で
・
：
」
と

、
授

賞

式
で

感
動
を

身
体

全
体
に

あ
ら
わ
し

語

っ
て
い

た

。

三

宮
さ
ん
に

と

っ
て

書

く
こ

と

は

、
本
当
に

大

変

な
こ

と

だ

っ
た

。
４

歳
で

失

明

。
文
字

は
ま

ず
点

字

を

習

う

こ

と

で

始

ま

っ

た

。
は

じ
め

は

、
さ
わ

っ

て

も

簡
単
に

読
め

な
い

。

指
を
止

め

ず
に
読

書
で

き

る
ま
で

、
小

学
校

時
代
の

大

半

を

費

や

し

た

と

い

う
。

書
く
と

き
も

点
字
は

消
し

ゴ
ム
で

消
せ

な
い

。

点
字

は
表
音

文
字

な
の
で

文
庫

本
１
冊

が

、
点
字

本

に

し

た
ら
５

冊
く

ら
い
に

な
る

。
「
読

ん
で

も

、
読

ん
で

も
永
遠

に
晴

眼
者
に

追
い
つ

け
な
い

の
で

す
」
。

子

ど

も
の
こ

ろ

、
三
宮

さ

ん
の
両

親
は

よ
く

本
を

読

ん
で

く
れ
た

。
こ

れ
が

、

多
く
の

言

葉
に
触

れ
る

機

会
に

な
っ
た

と
い

う
。

い

ま
は

、
コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

で

「
夢

の

よ

う

な

世

界
」
。
特
殊
な
ソ

フ
ト

を
用

い

、
画

面

を

音

声

で

読

み

、
ス

キ

ャ
ナ

ー
に
つ

な

げ

ば
墨
字
の

本

を
デ
ー

タさ んで の三 宮エ ッセ イ ス ト ク ラ ブ 受 賞 式

に

変
え
て

音
で

読

む
こ
と

も
で

き
る

。
技
術
の

進
歩

が
あ

っ
て

エ

ッ
セ
イ

を
罟

く

こ

と

も

可

能

に

な

っ

た

。「
で

も
、
漢

字

の

知

識

と

の
闘

い
は

今
も

続
き

、

自
分
の

文
章

が
は

た
し
て

受
け
い

れ
て
い

た

だ
け
る

か

、
不
安
で
し

た

。
受
賞

は

ゴ
ー
サ
イ
ン

を

頂
い
た

よ

う

な
安

心
感
で

す
」
。

日

頃
は

、
外
国

通
信
社

に
勤

務
し

、
白
杖

を
た
よ

り

に

毎
日
通

勤

、
政
治

、

経
済
記

事
の

翻
訳

を
仕
事

と

し
て

い
る

。

前

作
の

「
鳥

が
教
え
て

く
れ

た
空
」
は

、
鳥
に

親
し

み

、
そ
の
声

を
聞

き
分
け

る
こ
と

か
ら

、
自

然
の
雄

大
さ
に

ふ
れ
て

い

く
感
動

を
描
い

た

作
品

が
多
か

っ

た

が
、
こ
の

本
は

た
く
さ

ん
の

思
い
出
の

音

や
、
今

聞
い
て

い
る

音

、
人
と
温

か
く
ふ

れ
あ

う
優
し

さ
な

ど

が
書
か
れ
て

い

る
。

ピ

ア

ノ

も
外
国

語
も

小
さ
い

う
ち

か
ら

学
び

、
ア

メ
リ

カ
に

留
学
し

、
休
み

の
日

は

鳥
の

声
を
楽
し

み
に

山

歩
き
し

た
り

、
俳
句
の

会

に

行
っ

た
り
。

恵
ま
れ

た

環
境
と
い

う
人
も
い

る

だ

ろ

う
が

、
「
挫

折
も
多
か

っ
た
の
で

す

。
最
初
の

挫

折
は
中

学
の
受

験
。
２
日

前
に

な

っ
て

や
は

り
全

盲

で

は

ダ
メ
と
断
ら

れ
ま
し

た
。
挫

折
の
度

、
希
望

を

失
っ
て

は

ダ
メ
と

励
ま
し

て

く
れ

た
の
が

両
親

。
嶇

笋

は

両
親
が

私
に
く

れ

た

一

番

大

き

な

言

葉

で

す
」
。

こ
の

本
の
最

後
。
高

校

で

の

講

演

で

、
高

校

生

に

、
晴

眼
者
に
戻

り
た
い

で

す
か
と

聞
か

れ
る
エ

ピ

ソ

ー
ド

だ
。
三

宮
さ
ん

は

「
い

つ

も
見
え

る
よ

う
に

な
り
た
い

と
思

っ
て

い

る

人
生
よ
り

、
見

え
な
く
て

不
便
だ
け

れ
ど

、
こ
れ
で

十

分
幸
せ

と
思

え
る
人

生

の

ほ
う

が
本
当
の

意

味
で

幸
せ

で

は

な
い

か

と

思

う
」
と

答
え

、
満
場
の

拍

手
を
も
ら

う

。
そ
し
て

、

「
自

分
の

言
葉
で

、
自

分
の

生
き
る

方
向
を

確
か
め

る

こ

と

が
で

き
た

」
と

思
い

、

質
問
者
に

感
謝

す
る

言
葉

で

終

わ

る

。
純

粋

な

文

章

に

誰
も

が
打
た

れ
る

。

朗
読
壟
塾
生
募
集

シ
ア
タ
ー
Ｘ
（

カ
イ
）
日
東
　
９
月
1
4日

か

ら
１

年

間

全
2
4

京
都
墨
田
区
両
国
２
－
1
0－

４
　
回
。
毎
月
第
２

、
第
４
金
曜
日

日
で
は
、
こ
の
ほ
ど
朗
読
塾
を
　
1
8時
3
0分
か
ら
。
高
校
生
か
ら

開
講

す
る
こ

と
に

な
り

、
塾

生

募

集

中

。
自

分
以

外
の

ひ
と

に

語

り

か

け

る

楽
し

さ

を

体

験

し

、
日

本
語

の

音
声
表

現
を

習

得
す

る

。

講

師
・
：
川

和
孝

（
演

出
家

）
。

6
0歳

く
ら
い

ま
で

。

初
体

験
者

歓
迎

。
受

講
料

…
年
4
8
0
0

円

。
問
い

合
わ
せ
・
：
シ
ア

タ
ー

χ

啻
0
3・
５

６
２
４

・
1
1
8

1

．．．．一一一一一一ｔ
一一一一丿

匹

髓

図

階

＝
匡

巨

匠

誓

彫

出

力

”

で

湊

龍

茸

椎

か

開

催

中

▼
2
0
0
0

年
度
ワ

イ
ル

ド

ラ

イ
フ
写

真

大
賞
展

９

月
1
0日

囲

ま
で
　
1
0
時
3
0

分
～
1
8
時
3
0
分
　

新

宿
パ

ー
ク

タ
ワ

ー
ー
Ｆ

「
ア

ト
リ

ウ

ム
」

（

新

宿
駅
西

口

か
ら

シ
ャ
ト
ル

バ
ス

有
）
　

大

賞
写

真
ほ
か

写

真
作

品
8
6
点
を

展
示
　

無

料

問
合
せ
・
：
同

所
g
0
3
・
５

３
２

ｎ
乙
・
Ｑ
）
叭
）Ｑ
ｕ
Ｑｕ

｢遊 びのあとで体を冷やすホ ッキ
ョクグマ｣ ケナン･ウ ォード(米)

▼

じ

た
き
り
す
ず
め
”
の

お
宿
は
ど
～
こ
？
１
子
ど
も
参

加
型
お
話
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
Ｉ

せ
な
け
い
こ
絵
本
原
画
展
ち

い

さ
な
う

さ
ぎ
『
は
ん

し
ろ

う
』
シ
リ
ー
ズ

９
月
９
日
剛
ま
で
1
0時
～
1
7

時
　
絵
本
の
樹
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ

小
海
線
・
甲
斐
大
泉
駅
７
分
）

大
人
７
０
０
円
、
３
歳
～
中

学
生
３
０
０
円
　
問
合
せ
：
向

館
？

倍

暃
５
５
１
・
3
8・
０

９
　

月

▼
『
べ
て
る
の
家
』
そ
の
４

上
映
と
懇
親
会

１
日
出
1
3時
　
生
活
産
業
プ

ラ

ザ
８
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル
（
池

袋
駅
東
口
５
分
）
　
北
海
道
の

浦
河
に
あ
る
精
神
障
害
を
持
つ

人
々
の
作
業
場
の
暮
ら
し
を
描

く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

。

同
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ

ー
の

向
谷
地

生
良
さ
ん
の
お

話
と

懇
談
会
　
1
0
0
0

円
　
要
予

約

申
込
み
・
問
合
せ
…
島
啻

0
3・
３
９
５
９

・
３
８
１
Ｑ
Ｕ

▼
日
本
女
子
大
学
住
居
学
科

５
回
生
有
志
作
品
展

３
日
㈲
～
８
日
出
1
0時
～
1
9

時
（
初
日
1
5時
か
ら
、
最
終
日

1
7時
ま
で
）
　
銀
屡

フ

ー
ポ
ー

ラ
（

地

・
銀

座
１

丁

目

駅

す

ぐ

）
　

油

絵

、
日

本

画

、
染

物

、
墨

絵
、

陶
芸
　

無
料

▼

ア

フ
リ

カ
平

和
再
建

委
員

会

「
ル

ワ
ン

ダ

ー
バ
ナ
ナ

ー
ア

ー

ト
展
」

７

日

濔
1
3
時
～
1
2
日
水
1
5
時

ま
で
　

フ

ォ
上

フ
ム

よ
こ

は
ま

（

桜
木
町
ラ

ン

ド
マ

ー
ク

タ
ワ

ー
1
3
F
）
　

女
性
た

ち
の

手
に

よ

る
バ
ナ

ナ
の

樹

皮
を
切

り
絵

に
し

た

カ
ー

ド
や

絵
画
　

無
料

問
合
せ
・
＝
事
務

局

登
０
４

５

・
４

３
９

・
４
０

０

Ｑ
り

ヱ

冫
一
ｉ

ず

二

万

㈲

グ
リ

ー
ン

ー
チ

ャ
ツ

ネ

は
、
日

本

的
に

言
え

ば
漬

物
。
チ
ャ
ツ
ネ
は
、
果
物
や

野
菜
な
ど
に
、
ス
パ
イ
ス
で

味
を
つ
け
て
仕
上
げ
た
も
の

で
す
。
そ
の
な
か
で

良
く
知

●･･375 哺

や
ナ
ン
に
良
く
合
い

、
美
味

し
い
も
の
で
す
。
そ
の
他
、

サ
モ

サ
の
具
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ

、
チ
ッ
プ
に
つ
け
て

楽
し

め
ま
す
。

ス
パ
イ
ス
は
、
レ
ッ
ド
ペ

パ
ー
や
、
好
み
の
も
の
を
加

れ
ら
れ
て
い
る
の
ヤ
マ
ン
ゴ
　

グ

匡

皿

謳

Ｅ

夢‥‐’

髓

野

付

言

匸
　

言

灘

と
し
て
楽
し
み
ま
す
。
ク
リ

ー
ン

ー
チ
ャ
ツ
ネ
は
、
加
熱

し
な
い
タ
イ
プ
な
の
で
、
保

存
は
約
１
週
間
程
度
。
ご
飯

え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ー
チ
ャ
ツ

ネ
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
作
り
方
】

①
セ
ロ
リ
、
ミ
ツ
バ
は
、

葉
の
部
分
を
摘
み

、粗
く
刻

む
。②
シ

シ
ト

ウ
は

種

を
取

り
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
洗
い
、
皮

つ

き
の

ま
ま

で
、
そ

れ

ぞ

れ
、
粗
み
じ
ん
切
り
。
レ
モ

ン
は
絞
っ
て
お
く
。

③
ミ
キ
サ
ー
に
①
、
②
、見 た 目 も あ ざ や か。 さ っ ぱ り 系 のチ ャツ ネ

ご
飯
や
ナ
ン
に
よ
く
合
う
”
漬
物
”

ク
ミ
ン

パ

ウ
ダ

ー
、
カ

イ
エ

ン

ペ
パ
ー

、
塩

、
砂
糖

、
レ

モ

ン

汁
を
入

れ

、
ト

ロ
リ
と

す

る

ま

で

攪

拌
（

か

く

は

ん
）

す
る

。

④

器
に
移

し

、
ナ
ン

を
添

え
る

。

（

資
料

提
供

・
ラ

イ
オ
ン

家
庭

科
学

研
究

所
／

料
理

指

導
・

園
田

匕

囗
子
）

セ
ロ
リ
の
葉
３
本
分

、
ミ

ツ

バ
4
0气

シ

シ

ト

ウ
５

本
、
シ
ョ
ウ
ガ
1
0气

ク
ミ

ン
パ
ウ
ダ
ー
小
さ
じ
１

、
カ

イ
エ
ン

ペ
パ
ー
小
さ
じ
气

レ
モ
ン
汁
１
個
分
、
砂
糖
小

さ
し
２

、
塩
小
さ
じ
Ｉ
弱
、

水
大
さ
じ
２
ペ

ナ
ン
（
市

販
品
）
適
宜


